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I.はじめに

千葉県白井市とその付近では,中世から軍馬生産のための放牧地として半自然草原が維持され ,

白井市では,その名残 りが 1955年から1965年頃までは農村地域を中心に存在していた。現在は,

雑木林,谷津田及び谷津の谷底湿地と湧水地,神崎川,二到 ||,金 山落,下手賀沼の河川,池沼

など,豊かな自然環境に恵まれており (白井市 2002),自井市は全体的に豊かな植物相,及び

植生を形成していると考えられる。しかし,その後,千葉ニュータウン等の北総開発鉄道周辺を

中心とする開発が進み,植生環境にも影響を及ばしていると推察される。

白井市の環境基本計画 (平成 14年 3月 策定)では,『野生動植物とこれらを取り巻く自然環境

の保全を進めるとともに,里山や河川などにおいて自然とのふれあいを増すための機会提供や施

設整備を行 う』と指針として示していることから,これらの地域を調査し,今後の保全・再生対

策について検討する必要がある。

本業務は,白井市内における歴史的な二次草原,河川,湿地,雑木林等が残されている地区を

保全重要地域として選定し,これらの地区 (谷田,木,折立,神々廻,平塚,富ヶ谷)における

植物相,植生調査を行 うことで現況環境を把握し,保全 。再生対策について検討することを目的

とする。

Ⅱ.調査地概要

白井市は,千葉県の北西部,都心から約 30km圏域に位置し,下手賀沼に一部を接する温暖な

気候と豊かな自然に恵まれた面積 35。 41k将,人 口約 5万 1千人のまちである (図 1)。

白井市に位置する下総台地には,奈良時代に牧が創設され,江戸時代には小金牧,佐倉牧など

軍馬の放牧地として利用され (山村 1996,杉浦 1999),明治から昭和にかけては屋根葺き用

のススキの供給地 (茅場)と して利用された。その他の地域は稲作や梨栽培などの農業地域とし

て発展した。近年は千葉ニュータウンなどの宅地開発,工業団地,鉄道開発が進行している.

Ⅲ.調査方法

1.土地利用調査

土地利用図の作成については,調査地における樹林 (ス ギ・ヒノキ植林,落葉広葉樹林,混
交林,常緑広葉樹林),ヨ シ原などの湿地,竹林,農地 (果樹園,水田,畑地),人工構造物な

どを航空写真から判読し,GISノ フ トを用いて地図上に記入した。

2.植物相 (フ ロラ)調査

調査時期は,植物種の季節変化を考慮して春季 (5月 )と秋季 (9月 )に実施し,草地,樹
林地,湿地,水田などを踏査しながら,植物種をリス トアップした。
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3.植生調査

草地の調査時期は刈り取り作業が終了し,再び植物が成長する 2094年 9月 に行つた。調査地

は谷田地区にある台地上の車原である。樹林により分断された調査地の車地は,lヶ所の草地を

1調査区として,A～ G区の 7調査区とした。

方形区調査は,各地区の刈 り取 り頻度の異なる車地群落を対象にコ ドラー ド枠を設置し,

Braun―Blanquet法 (1964)に よる植物社会学手法を用いてコドラー ト枠内の被度・群度を調べた,

1調査区あたりのコドラー ト数は 3～ 9個とし,コ ドラー ト枠内の面積は 1～ 4m2と 草丈高に伴

い設置した。また,被度は平均百分率を用いて数量化した,

谷サ||(2004)の報告によると,各調査区は刈 り取りによる草地管理が異なり,A区とG区は年

2回,B区は年 4回,C区は年 14回,E区とF区は年 1回 と4回,D区は年 0回 (0回は春季

の発芽期から調査時までの間に 1度も刈 り取られていないことを示す),年 1回,年 8回がそれ

ぞれ行われていた。ただし,B区は牛糞の処理場として利用され,他の調査区とは環境が大きく

異なつていた。
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表Ⅲ-1 各優占度階級における平均百分率 (%)
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※―は数値化できないことを意味する。

4.土壌硬度調査

土壌硬度は,谷田地区における草原環境への人為踏査の影響を調べるために調べた,上壌硬度

は,標準型土壌硬度計 (No.351)を用いて測定した,

Ⅳ.データ解析

1.ク ラスター分析

谷田地区草原の各調査区で確認された植物種は希少草原性植物,草原性植物 (シバ型),草原

性植物 (ス スキ型),人里植物,栽培 a帰化植物,樹木の 6タ イプに区分し,群平均法を用いた

クラス廃一分析による多変量解析を行 うことで,地点間を類型化した。なお,植物タイプ区分は,

奥田(1997)を 参考に判別した。

2.植生タイプ別の構成比

各コドラートにおける群落構成種は草原性植物,人里植物,帰化植物の 3タ イプの植生に区

分 し,タイプ別の構成比 (草原性値物率,人里植物率,帰化植物率)をコドラー トごとに算出

した。算出方法は以下のとおりである。

草原性植物率 (%)=草 原性植物種の積算被度値/全植物種の積算被度値

人里植物率  (%)一 人里植物種の積算被度値/全植物種の積算被度値

帰化植物率  (%)=帰 化植物種の積算被度値/全植物種の積算被度値



3.希少植物の出現頻度

希少植物の出現頻度 (%)=(希少植物が確認された刈り取りA回のコドラー ト数/
刈 り取りA回の全コドラー ト数)× 100

V.結果、まとめ (保全 B再生対策 )

1.谷田地区

白井市における谷田地区の位置 (調査地点も含む)は,図 V-1-1に示すとおりである。

図V呵呵 谷田地区の位置及び調査地点

イドIII」也I〔

【白井市谷田地区】
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1)土地利用状況

谷田地区の土地利用については,草地,樹林地 (常緑広葉樹林,落葉広葉樹林,混交林,ス ギ・

ヒノキ植林),農地 (水田,果樹園,畑地),竹林,人工構造物に区分した。

谷田地区全体の面積は 859,327m2で ぁり,各調査区分の面積率で比較した結果,スギ・ヒノキ

植林が 32.26%と 最も高く,歴史的二次草原環境が部分的に残されている雑草植物群落でも

21,30%と 全体の 1/5を 占めていた。その他には,畑地が 12.21%,住宅地,造成地,墓地などの

人工構造物が 10.16%であり,シラカシなどの常緑広葉樹林,コナラ,イ ヌシデなどの落葉広葉

樹林,混交林,ハンノキ林などは全体で 13.29%であつた (表V-1-1,図 V-1-2).

表 V-1-1谷田地区の土地利用区分の面積(m2)及び面積率 (0/o)

混交林
ハンノキ林
スギ・ヒノキ植林

竹林
ヨン群落

湿性草本群落

草本雑草群落

水田

果樹国

畑地

21,970

28,002

361540

27,704

277,254

8,410

4,216

2,144

183,073

4,777

72,996

104,925

2.56

3,26

4.25

3.22

32.26

0.98

0.49

0.25

21.30

0.56

8.49

12.21

人工構造物        87,316     10,16
859,327 100.0

2)植物相調査

植物相調査は,全体で 98科 357種が確認され,草地環境で 236種,樹林地及び湿地環境で 256

種が確認された。草地環境はA～ G区の 7地区で行われ,各区の確認種数は,A,E,Fで 100

種を超えており,Dで 90種,B,C,Dで 54種,60種 ,64種と60種前後であつた (表 V-1-2(1)― (5)).

谷田地区における帰化植物の侵入状況,栽結植物の逸出状況を把握するために,調査地におけ

る帰化率,逸出率を算出した。帰化率は,谷田地区全体で 10.4%であり,各環境では草地環境で

14.4%,樹林地・湿地で 6.6%と ,人為的に管理されている草地環境の方が帰化率は高かった。

また,逸出率は,全体で 2,0%,草地環境で 2.5%,樹林地・湿地で2.3%と極めて低い値であった。

落葉広葉樹林
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表V-1-2(1)谷 田地区で確認された植物種一覧
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表V-1-2(2)谷 田地区で確認された植物種一覧
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Ill、 ミ うスアカカタ′ヽミ 2/JP「 ●― ●V●
"′

,口嗜w/rr7●

`
● 0

う
'A・

ミ ,ッタ効 夕′くミ 0 ● 掃化穏

‐ ３４

一
‐ ３ｔ

誦

,う ロッウ アメ:'方フウロ 猜 flrm●●AVVV●― ● ● ● ● 婦 lL置

,う trJう

'手

フウロ 驚口胡t預 胸々崩 0 ● ● 0

,ウ ErJウ 婉 げ 0 0 0 ● 0

,ウロ1/ウ ミツ′(フウロ ● 0 0

わザイゲ十 エノキグサ 1留″西 arrFD・●/rF 0 ●

、ウ丁イウ汁 ョェラキツウ 切 謁 うと碗 0 0 ● 需イL種

.ウ |・イウ汁 アカメガシワ 廟 切tt力崩 θ
“

0 0 0

、う丁イウ・サ 期 阿 九 ●

埼丁イゲ士 rTv●.F詢腕 0

lえ
・

11′、 ュズlJハ 柳 刀 ●

サンラョウ ● ● 0 0

イヌザンう呵ウ 4枷 η
・

訥材廟廟師 ●

!ンダン ●

ンタウルシ ● 0

刈レ亨 0 ● ●

,ルシ ヤマウザレン ●

に,・ イタ勧 工7~ ●

b工,・ イロハ毛ミジ 0

モ手′キ イヌツゲ 0
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表V-1-2(3)谷 田地区で確認された植物種一覧

No 科  名 種  名 学 名
車 的 H墳 営林地

RC 常  考

15〔

15イ

15t

15て

15,

15E

16E

18t

i81

18捏

163

101

185

166

:手′キ メモド 0 C
ラ↓↓・ ン)レウメモドキ 財 ,∫nIF荊 翻 雛 ● 0
J′■■・ ヨマユミ ●

ラユユ・ ツルマサキ ●

三シキキ・ らンドウマユミ ●

!ワ Aす|ツ 手・ ゴンズイ ● ●

ツゲ 9‐r荊卿

"財
,/●ry●pav● ● 0

た ポ 均 ArP● /n9●触 肋 ε●庄 ん― n///● ● ● 0 0 ● 0
ヤレハノフいウ 力

"渤
らけた′物4/pr,′ ,"朋謝力

`
● ● ●

ヤブガラシ a/tげL力9�
" 0 0

ンタ 町力的協 力 FfVr D7fFpr4" ● ● ● 0
エビリンレ rr●.rclr9/1● 堕″/pblra ● ● 0 ● ● ●

,チツポスミレ lIPD/中

"蜘
町 0 0 0 0 0

スミレ yfv.BIPnJj触務 0
廟
一

ｌｅｔ
一

１８０

ツポスミレ И施 的w脳 0 ●

アマ子ャヅ,♭ ●

PJIA■ ドマツヨイグサ わj働� , 0 ● ● 掃化種
,■′、

す+ 7カ′ヽナュウゲЙ ウ ● 0 婦化粗
″オキ 強蜘

"カ
0

ナヽイカダ lrypT/・ ユ,加確 ●

湾抑 め 雪χ rJ.bprV● 2● 0
,コ手' Vマ ウコギ 0 ● ●

〕ュ↓
・

,ラノキ 0 0 ●

,ュニ' し,レミノ 虜覇み ●

,3■
.

Vツデ 噺 , 0
,コ ■' キヅタ ● ● ●

)III・ ハリRItJ ● 0 0 ●

;I・ リヽブキ 992●‐ ユ 0
ミツパ ●

Iオオバチドメ Iめ ,・7・ ● ● ● 0
′チドメ ● 0 ● ● ● ● 0 ●

ド́メゲサ Iル挽 獅 材 ,効勝 伽 崩 れ 0 0 ●

ItLn加催ヵrrnf●B ●

ヤブジラミ 崩 ″r」 ●

オヤブジ素 Xh扇″子●●●h ● 0

,フ切 シ・ マシリョウ I力AFrた ― t" 0

い,勒シ・ ヤカ ウジ IAn,七 fr ytponた , 0

)クうリウ ヨナスビ yap●7●●′a■breF● V/f4 ● 0 0 ● 0
,キ′キ Lキノキ ●

田・′キ ゴ ノキ 1,ЮИけィ 0
イヽ′キ ケワフ,ギ IS力初残p「 ,購螂 た′pr/at, ●

:クとイ ●

ウヽネズミモチ ibra― 力,売研 0

rボタノキ 1宙お
"お

ttrrryJvB

:クセイ
=イ

ラギ 1伽西狗施 んormD4//vf ●

ルト・ウ ンドウ ●

Iョウ手ウトウ Fイカカスラ ●frrdθ師 ′力

“

η翻筋 0

「∫イ げガイモ IVpD/PFユ 痢 ″ 0 0 0 0

P,"よ 0 0 0 ●

″とネ ヨツ′ヽムクラ 1働Й嚇
"折""y●

r"fV・P― ● ●

● ● 0 ● ● 0 0
PttFi アカネ FDr●

"
● ● ● ● 0

●

【うすt ナヽイ′くナ 0 ● ● 0

I研キ ● ● ●

'マ

ツタ猜 ムラサキンキブ ● ●

ケマウ●J・i ヤフムラサキ
"pF億

っけ,Vrff ●

ジュウエヒトエ 癬噂a rF199p●Prを ● ● D
トヽケノザ b市閉

`弾
■凛 勲ヽ e ●

=メ
オドリコツウ 0 婦 化精

い
=メ

ジツ v.Br.yr.."俯 0 ● 0
ヤマハツカ Pabaを lnr/prr ● 0 0

!1 0 C

キノ・9ムうツウ 働ん,a 0 ● ● 0 0 ●

辛バナアキギリ 働h″, 0 0 ● 0 0

'ツ

チミツウ 蜘 前 ,あ謝孵 0 ● 0 ● 0 ●

Pメ リカイヌホオズキ V●― 切 V● IDBp 0 化種

',レ

ナスピ V●― ●m/Pr― , ● 化竃

:ヨドリジョウゴ イ府 的 ● 0

rマ′ハウ・サ 0 ● 0 0

マ′ll'・ サ
"チ

イヌノフグリ 1/―wa pv例 だ ● ● ● ● 0 儡 rr種

2241コ
.マ

ノ′、ウ・サ
'オ

イスノクグリ 0 0 0 0 椰イr鷺

,ツネ′マゴ 子ツネノマゴ

ホ
・
ウリウ エヽドクツウ

オ′、L Ⅲオバョ ● ● 0 可 01

Ⅲオ′ヽ・ョ ラヽオオ′ヽコ 0
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表V-1-2(4)谷 田地区で確認された植物種一覧

No 科   名 種  名 学 名
革 地 H墳 樹林地

R」 RC 蜘  考

229

230

231

ノポミオオバコ ● 0

〔イカス与 ウグイスカグラ Iav●
"″

,,加 y●rr/ph B ●

(イカス・う スイJE文う と前 ひ
")

0 0 0

スイカス
・
う ニワトコ 能 益 壁 整s″ σαη,“ S「 p rrabprJyprIP 0 ● 0

RイカA'ラ 肝マズミ 0

Rイカス・ラ И肋理初 DrXp"v● r ttc,D″ ●

,Dlp4/ry.y「 πッ ● 0 ● 0 0 ●

浮キョウ :リカウラ とD9/r● θ脇 た ●

オオサ●ウサ ,前 と ● 掃化種

■トコヨモギ 0 ●

オ升ヨモギ 1-rrrt y17ppra“ 0

ヨモギ 0 0 0 0 ● ●

′ョシギT7 4fけ Yat筋加 √ψ OyrDj ● 0

料 マギウ 0 ● 0 0 ● 0

「
ケう 1",V7D」●d ●

ヤブ,′ くコ %p●煎
"わ

囲助,脇 ●

ドレウビツウ ● ●

′ア干ミ 崩 iua) ● ● ● ● 0

ナンフアザミ 0 ● ● 0

、水ア平さ
"を

Fpl arpp前 ,コ

"確
rヵ¢閉りnJ″ ● ● ●

′,ヽ●7ザミ 切
`′

pη o ●

fメ ムJIシヨ壬ギ ヨ弦山
"的

″arg ● ● ● 0 婦化種

ルヽジオン IJhP/rp7pミ弾 0 0 0 ● ● 0 0 帰化種

=ヨ
ドリ′ヽナ 謗わ�w"9研T″r,y● I 0 0 0 0 0

ョッ′ヽヒョドリ 誼四柳坊wη tthけ西 o3sp sarr4ヵ 昭胚。 ● 0

ッヮブキ ●

、ハョグサ 0

肝 ョグサ 0 0 ● 0

VEIグサモドキ ● 婦化種

シジ ロチチヨグサ 0 ●

学クイモ 0 0 0 掃化純

bセンツウ ルlry● fμttw rrr,J/E鵬 ●

とす十 ra7「 力,と

"
0 0 0 ● 0

′ニガナ 0

bントウヨメナ ● 0

|アキノノゲシ 0 0

▼プタビう口 0 ● ●

● 0 ●

ョウやポウキ 帝 ″
`卿

撤 座 ●

フキ を
"jJ●

●ュψpwiWぢ ● ●

コウリ町ナ 光れ 脱 購 ぶ鶴 ИたfartDEf“ 鰤 0 ● ● ● 0

セイ,カアワダチツウ 珈覇り ●yD● dlp● ● ● ● ● ● ● 0 幅イヒH
潮 触 p rfr● 中 暉 ●Srrac, 0

オニノゲシ 0 ●

′ゲシ ● 0

=メ
ジョオン 0 ● ● ● 0 0

セイヨウタンポポ 崩 mttnつmcttte 0 ● 0 ● ● 0 儡1ヒ種

オニ与ピラョ /ABryrp● ●ra 0 ● ● ●

を7 ヤマうウキョウ ir/Pw b′崩翻″ 0 0 0

代ウチヤクリウ 0 ● 0 ●

Tgrユ リ ●

′ヽギポウシ 脂
"FrapprL晴「

0

ど811ユ 叫 3′ ギヽポウシ 0

ヤマユリ ● ● ●

=メ
ヤジうシ 0

ヤジうシ ●

0 0 0 ● ●

ナルコユリ 0 0 ● ●

アマドコロ 珈嚇 ●rtj粥ぬ 伽,r●′ヵ 0 ●

オモト 0

ノ)レポ bアをづεrrrprJIぢ 0 ● 0 0 ●

けJレトリイン`ラ ● ● ● ● 0

身チシオ T‐ ●

嚇 ギ 羽折「χE四
',y●

r` ●

アマ子 肋 ,●yv/JF ● C

´

「
シハ・す ンバナ レ赫 打Jlaと ● 0 婦化種

'マ

ノイ千 ヤマノイモ 財低卿孵,カ ● ● ● 0

,マ′イモ う手ワドコロ prar..fu● 胸
"

●

,マノイモ 十二ドコロ prorcrv「,われ叩 ● ● 0 0

=ワ
亨年ショウ 0 0 帰化種

えズメノヤけ ● ● 0 ● ● 0

,ュクサ ツユクサ 0 0

,ュクサ Vず茎ョウJi ●

7升 Jl壬ラゲサ ● ●

えズメノ手ッポウ ● 0 ●

● 儡化鷺
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表V-1-2(5)谷 田地区で確認された楢物種一覧

No 科  名 種  名 学 名
工 地 重 墳 樹林地

RJ RC 備  考

|ダシ′{ ● 0 0
イヌムギ ● ●

スズメノ狩 とキ 0

らモガヤ あ け /aTれ ● 縣化鷺

Xヒシ′ヽ 11=麟勒 膀 0 0 0 0 ● ●

アキメヒシ′( 雅れ

',Vjpyt,じ"J
0 0

アヴうススキ ● ●

イヌどエ 0 ● 0
ヒシ′ヽ ●

Lゼクサ 跡 ●F ra― rppt 0 0

'ニ

ウシノケグサ ● ● 偶化租
志 、求シガ号 0 ●

ヤ ● ● 0 0
ズミムギ ●

Pシポツ 0
,20 オギ 0 ●

ススキ 0 ● 0 ● ● ●

ケ軒 謝 サ 0 ● ● 0 ●

ヨ手ヂミザサ ● ●

Rカキビ 0

ンマスズメノヒエ ● 0 掃化種

κズメノヒエ 帝●pP/v「 D昴棘 g″ ● ● ● 0 ●

JIカ ラシ′ヽ 0 ● 0
ンヽ 0

マダケ 0

�
一

.イ4 モウツウチク 0

珈
一

イネ アズマネIIサ 0 0 a 0 ●

理
一

イネ えズメノ方などう ● 0

削
一

イネ チゴツナギ
“

sPI●J/yp7a 0
クマザ 0

0 ●

rネ   ーアキノエノコログサ 諭 ,ん筋         | 01 ● |

0

岬 キンエノヨロ コ 0 0
エノコロ ●

=ノ
ヨログサ 0 ● 0 ●

陳 ズヽミノ井 践れ alF′byt,ケ

`
0

ドガJじJJヤ

?ヨ モ

/c/J力′卵 ″, ● ● ●

Ⅲニンバ 蒔 ミ ′
"―

強●Ⅲ a 0

ンュロ 鳴 カ ー v●

"
0 廷鱗寵

チトイキ マムシゲサ 0
トイモ ランマツウ 力●●pr)阿 勇櫻″β

"堕
,お lpt

アオスイ 0
カサスイ 0
ニピネ 朗 pわ,V● ,Var 0 VU D

ル ンラン ● C
● ● ● D

・バギンラン 0 0 0 C

● C

0
0

ネラン`十 ● ● 0

＼ 03科 357種 357根
＼

＼
＼

注1)R」 :環境省(2000)の権物版レッドデーターチンクのカテゴリー

[軒艶:(4珠選
注2)RC:千 葉県レッドT~4-チックー植枷編―(1999)のカテゴリー

ti:i::ξ
;庁

枷
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3)確認された希少植物

谷田地区における希少植物の確認状況について以下に示す。なお,希少植物は,環境省 (2002),

千葉県 (1999)の レッドデータブック掲載種である。その結果,希少植物は谷田地区で 18種

が確認された。草地環境では 10種が確認され,区分別ではF区で6種と最も高く,続いてA
区で 5種,E区で4種,D区で 3種,C区で 1種,B区 とG区で0種の順になった,樹林地・

湿地環境では,全体で 12種が確認された。確認種については,タ ニヘゴが谷底湿地のハンノ

キ群落内で,ク マンデ,コ ブシ,ウ メモ ドキ,アマナが林縁部で,ノ ニガナが車地で,エ ビネ,

キンラン,ササバギンラン,サイハイラン,シュンランがスギ・ヒノキ植林の林床でそれぞれ

した (表V-1-3,図 V-1-3)。 なお,図 V-1-3は 希少植物保護のため略した。

表V-1-3谷日地区で確認された希少植物

科  名 種 名 学   名 R」 RC
車 地 環 境 樹林地

ンダ エヘゴ ヵ 加 誌 ratyp●Ars B ●

クマンデ D ● ●

ψル ヨブン 1筋yIB節 o,oげ苺:n, D ● ● ●

レifツウ B氏ぶ Tfrp仰
"“

″ぃ D ● ●

アウロッウ ,チフウロ ,酪PD臨 れ●T D ● ● ● ●

け′キ

'メ

モドキ 19Y Serarn C ●

シュウエとトェ 肋 ●B""wfrs D ● ●

=キ
オヨン 勝 商 ,yppor● ● ●

脂■ウツウ bv/as,yrprrF ypぇ ●sPptJ● ● D 0

1 ノニガナ ″0お 郷yO中hSね D ●

1 ヤマう/キョウ 1/1Pvp ttrdi D ● ●

1 アマナ rrrpa,詢″b C ●

1 エピネ 財,腕 r..Dr9/ VU D ●

1 ギシラン 賄 力触渤 俯
"●

r● C ●

早シ弓ン )嶽肋紛94 re/c池 VU D ● ● ●

けサバギシうシ
'耕

BIB船JB角ゴ第 pr●●ra C ● ● ●

1 ″ けイハイラン 舟で″●●hv",Moっ ア,と C ●

¬ウ弓二 ,肪r』ゅ r●TppP 賂 0

10科 10種 18種 3 i 4

注1)R」 :環境省(2000)の 植物版レッドデ導 ―プックの力声 リー RC:千葉県レッドデーターブックー植物編―(1999)の 肝 ゴリー

僚 糧性樹減潮W類

(4総 嘘

VU:絶減た損Ⅱ類

NT:準絶澪施惧

物中

蜘

蜘

螂

・般保鎮生物

潮
√
‐ｘ‐Ａピ
‐Ｂ‐^
世
‐Ｄゞ

4)谷田地区二次草原の植生調査

① 各調査区の種組成

各調査区におけるコドラー ト調査で確認された種を生育環境タイプに分け,群平均法に

よるクラスター分析を用いて,調査区の種組成の類型区分を行つた(図 V-1-4)。 年間の刈り取り

頻度における種の類型区分を行つた結果,0回 , 1回,2回は独立しており,4回,14回,8回
が 1グループを形成し,刈 り取りが4回以上になると種組成が類似する結果となった,

② 年間の刈り取り頻度の違いによる車原性植物の出現数

年間の刈り取り頻度の違いによる草原性植物の出現状況について表V-1-4に示す。その結果,

1回刈り取りが 25種と最も多く,続いて2回刈り取りが16種であつた。0回刈り取りは,単一

種が優占するため5種と少なく,4回,4回 ,14回以降は,2種,3種,1種と極めて低かつた。



刈り取り回数による種組成区分

表 V-1-4年 間 刈 り取 り回 数 の 違 い に よる革 原 性 植 物 の 確 隠 状 況

ヤ マランキ ヨウ
アキ カラマ ツ
キ ジム ン ロ
スス キ
ミツバ ツチグ リ
レンリツウ

ザレ′� ギヽ
マ ハ ッカ

ノアザ ミ
ノハ ラアザ ミ
ヒヨドリバ ナ
セ ンボ シヤ リ
アキ ノキ リンソウ

オ オ アプラス スキ
メガ ル カヤ
ワラビ
クサ ポケ
ワ レモコウ
タチフウ 自

ミツ′` フウ 田

シ女 マギ ク
チガヤ
ツ リガ ネエンジン
アズ マネ ザ サ
メドハ ギ
ナ ンテンハ ギ

頻///vp ttvIPう けrgiヽ

アカ,″c rrtyp,,rrlク ,四 ぇ カンPO/●4/Ct/p

Pprppと,P,a FrtrF″うメお s yar.p4/つ′

Misc,″ i力 v● ●/P●ヵf/f

′br,,なれ 滝 yn/●p,
と,rb//7● ●7カ t77''θ ′Viu,
と,sp● r/●=,っ´■っわ rr/●

●●フぉ //● //● 力畝盟

Cユrsf鬱嫌 υ渚膠X力け′ε4/p

C,rsFum O.ヽぃ い yモ■um
F7p● rっ r/t777P t7カ アわ0,,,サar,9ρ″っf′ r/F● //72
4●rbrPた,占 rrPp,蒻 ,
Sp″巨増り ,rttureF婢 ,Syarた ,
Дrr●″isね力 ″ 焼 a
Sゃypppr● J7,′

'″
ιク●

聯 ●″ of/● trなoっ
「

,,ar,yrp● ″テF,
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図V… 1-4クラスター分析を用いた調査地及び年間刈り取り頻度による種組成区分
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③ メUり 取り頻度の違いによる草丈高 (m)と草原性植物の出現種数

年間の刈り取り頻度の違いによるコドラートの車丈高を比較した結果,平均の群落高は,0回
が 2.Omと最も高く,順に 1回の 0.87m,2回のO.38m,4回のO.27m,8回の0,12m,14回 の

0.045mと ,刈 り取り頻度が多くなるほど,短くなる傾向を示した。

年間の刈り取り頻度に姑する草原性植物の平均出現種数は,1回刈り取りが約 8種と最も高く,

続いて 2回,0回の順に減少し,4回以上は極めて低かつた(図 V-1-5).

1回    2回    4回    8回

年間刈り取 り回数

（Ｅ
）枢
様
穂

０

８

６

４

２

０

霜
即
邸
ヨ
Ｇ
尽
禦
理
匿
糾

14回

2回    4回    8回

年間刈り取り回数

V-1-5刈 り取り頻度の異なるコドラート内の群落高及び草原性植物の出現種数

(□は平均値,縦棒は標準偏差を示す.)

④ メ1り 取り頻度の違いによる草原性植物率 E人里植物率 E帰化植物率

年間の刈り取り頻度に対する車原植物,人里植物,帰化植物の生育状況を被度で表した結果,

草原性植物率は,0回で92.2%と最も高く,1回,2回は52.8%,57,7%と 近い値を示し,4回 ,

8回,14国では4.0%,1.2%,0,025%と ,年間の刈り取り頻度が 4回を超えると極端に低くな

つた。人里植物率は,0回で最も低く,1回 ,2回で29.8%,35.1%と 近い値であり,4回 ,8回 ,

16回では,87.2%,72.0%,62,4%と ,4回を超えると高い値を示した。帰化植物率は,14回で

37.7%と最も高く,その他は1回の 16.4%が僅力Wこ高かつたが,10%以下と低かつた(図 V-1-6).

14回1回0回
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図V-1-6メ uり取り頻度の異なるコドラート内の草原性植物率,人里植物率,帰化植物率 (0/o)

(回 は平均値,縦棒は標準偏差を示す.)

⑤ メJり 取り頻度の違いによる希少植物の出現頻度

刈り取り頻度の違いによる希少植物 (環境省 (2000),千葉県 (1999)レ ッドデータブック掲

載種)の出現頻度について調べた結果,1回が80.0%と最も高く,2回,0回の順に低くなり,4
回以降では出現しなかつた (図 V-1-7)。

5)まとめ 【保全 。再生対策 】

(1)谷田地区の植物相

谷田地区は,ス ギ・ヒノキ植林等の樹林地,草地,谷底湿地で形成されている.樹林地では,
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図 V…1-7刈り取り頻度の異なるコドラート内の希少草本植物の出現頻度 (0/6)

キンラン,ギンラン,ササバギンラン,シュンランが林床に広範囲で散在し,サイハイラン,

エビネなどの希少植物も僅力Wこ確認された。希少植物の確認された林床には,2～3m程度の低木

が生育し,下草刈 りが行われなくなって,数年が経過 していると推察された。そして,希少植物

は,樹冠からのこばれ日の当たる立地に生育している傾向がみられた。このことから,今後,林
床を放置し続けた場合,ム ラサキシキブ,ヒ サカキ,ネズミモチなどの低木の密生,モチノキ,

シログモなどの中木の樹冠の拡大,アズマネザサの密集などにより,日 照条件がさらに悪くなり,

これらの希少植物は1等来的に消滅すると考えられる。

谷底には,ハンノキ群落,カサスゲ群落が分布し,また,希少植物のタニヘゴが確認されてい

ることから, 自然性の高い谷底湿地であると考えられる。

(2)谷田地区の歴史的二次草原調査

刈 り取り頻度に対する群落高は,年 0回で 2.Om,年 1回で 0,87m,年 2回で 0,38m,年 4

回で 0,27m,年 8国で 0。 12m,年 14回で 0.045mであつた。浅見ら (1995)は ,刈 り取り頻度

に対する群落高では放置状態で 1,5mを超え,年 1回で 0.75m,年 2回で 0。 5m,年 3回で 0.35

mであると報告している。今回の結果と比較すると,年 0回の群落高は 2.Omと ,1.5mよ りも高

いことから,少なくとも2年間は放置状態であると推察される。また,年 1回,2回の草丈高とも

浅見・服部の報告と大きな違いはなく,年 4回以上では,年 1回,2回に比べて,群落高がさら

に低くなったことから,現地での刈 り取り頻度に対しては,谷川の報告時 (2003)の刈 り取り頻

度と変わらないと考えられる。

年間の刈 り取り頻度に対する草原性植物の出現種数は,年 1回で 25種,年 2回で 16種と多か

つたが,年 0回では 5種,年 4回以上は 3種以下と極端に少なくなつた,これは,各 コドラー ト

の平均種数でも同じ傾向が見られた,年 0回は優占種のススキがコドラー ト内の大部分を占めて

いたため,草原性植物の種数は少なかつたが,年 4回以上では,メ ヒシバ,カ タバミ,シマスズ

メノヒエなどの人里植物が増えた。これは,刈 り取 り頻度や踏圧などの人為圧が高くなると,車
原性植物よりも人里植物が侵入しやすくなると考えられる.

環境省(2000),千葉県 (1999)の レッドデータブックの掲載種 として,タ チフウロ,レンノノウ,

カセンノウ,ヤマラッキョウが確認され,その中でもタチフウロが最も多くのコドラー トで確認

された,それらの種の出現頻度は,年 1回が最も高く,続いて年 2回,年 0回の順となり,それ

14回1回
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以外は確認されなかつた。年 0回では,ヤマラッキョウが確認されたが,こ の種はススキの株に

埋もれるように生育すると報告されている (奥田 1997).年 0回はススキが密生状態であったこ

とから,ヤマラッキョの生育しやすい環境であると考えられる。レンリノウ,カセンノウは,年
1回で多く確認されたが,これらの種は日の当たる湿つた立地に生育すると報告している (奥田

1997)。 そして,年 1回の刈 り取り環境では,群落高 lm弱 とやや高いが,所々に裸地がみられ

たことから,草原性植物が生育しやすい光環境であると考えられる。

草原性植物率は,年 0回が平均 90,0%以 上と最も高く,続いて年 1回 と年 2回が平均

50,0-60.0%付近であり,年 4回以上は 5。 0%未満と極端に低かつた。人里植物率は年4回で87.2%

と最も高く,年 8回,年 14回 と刈 り取り頻度が高くなると,段階的に低くなつた。その代わり

に帰化植物率が,年 14回で 37,7%と 最も高かつた。刈 り取り頻度と上壊硬度との相関では,相
関係数 0.795(P(0,05)と 正の相関であり,刈 り取り頻度が高いと上壌硬度も高くなる傾向がみら

れた (図 V-1-3)。 これは,刈 り取り時に立ち入つた際の人為踏圧によるものであると推察され

た。また,浅見ら (1996)は ,踏みつけの強弱により植生が変わり,踏圧の強い場所では,オオ

バコなどの人里植物が優占すると報告している。車原性植物の出現種数と上壌硬度との相関では,

-0.803(P〈0.05)と 負 の相 関 を示 し,草原植 物率 と土壌硬度 との相 関では,相 関係数
-0,896(P(0.01)と 高い負の相関を示 し,人里植物率 と土壌硬度 との相関では,相関係数

0.796(P(0,05)と 正の相関を示 した。このことから,車原性植物の生育環境は刈 り取り頻度によ

る影響だけでなく,人為踏圧による土壌硬度の違いが大きく影響すると考えられる.

10          20

土壌硬度 (kプcth2)

R=O.796(P(0,05)

0      10     20     30     40     50             0

■患霞皮

10     20     30     40     50
土壌碩度

図V-1-8土壌硬度と年間刈り取り回数,車原性植物種数,車原性植物率(%),人里植物率(%)との関係

(3)歴史的二次車原の保全 日再生

年間の車刈 り頻度に対する草原性植物の生育状況については,年間 1回刈 り取りにおいて草原

R=-0896(P(001)



性植物,希少植物の種数が最も多く;年間 1回または 2回刈 り取りでは草原性植物の分布域が広

がつていた。このことから,白井市の歴史的な景観である二次草原としての植物相及び植生を維

持するためには,年間 1回,2回程度の刈 り取り作業による維持管理が必要である。

(4)自然河川及び周辺湿地,樹林地の保全 J再生

樹林地は,大部分がスギ・ヒノキ植林及び混交林であるが,キンラン,ギンラン,エ ビネなど

の希少植物が確認された。しかし,低木やアズマネザサが密集すると上記の希少植物は消滅する

おそれがあることから,低本などの密集を防ぐ林床管理が必要である。また,放棄されたスギ・

ヒノキ植林については間伐を行い,林床の日照状況を良好にすることで,コナラ,ク ヌギなどの

落葉広葉樹林が生育できる環境に整備 し,上記の希少植物が生育できる環境を維持・管理する必

要がある,

谷田地区の谷底湿地には,ハンノキ群落が広く分布し,その林床にはタニヘゴなどの希少植物

も多く確認されている。この環境は原生環境に近く,白井市内でも数少ない自然環境であること

から,現状維持のまま保全する必要がある。
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2.木地区

白井市における木地区の位置は,図 V-2-1に示すとおりである。

図V-2-1木 地区の位置図

1)土地利用調査

木地区を流れる神崎川は,瀬と淵のある自然 (蛇行)河川区間,河道の拡幅・直線化が行われ

た整備区間の 2区間に分かれている。自然河川の河川敷は,ヨ ン群落,オギ群落が広がり,整備

区間の高水敷は農道に整備され,周辺には水田,畑地が広がつていた,木地区全体では,果樹園,

表 V…2-1 木地区の土地利用区分の面積(m2)及び面積率 (0/6)

落葉広葉樹林

混交林
スギ“ヒノキ植林

竹林
ヨシ群落

湿性草本群落

雑革植物群落

水田

畑地

果樹園
公園緑地

人工構造物
F4R撒水 面

18,193

27〕 034

73,421

113,493

35,405

10,336

5,776

159,047

56,197

222,872

460,297

23,092

584,696

141988

1,8041847 100,0

畑地が広がり,樹林地では所沢町民の森に混交林が広く分布 しているほかは,ス ギ・ヒノキ植

林,竹林,混交林が台地斜面を中心に残されていた,また,台地は七次台付近では宅地が広がつ

ていた (図 V-2-2).

木地区全体の面積は 1,804,847m2でぁり,各環境区分の面積率では,人工構造物 32.40%,果

樹園 25。 50%,畑地 12。 35%,水田 3.11%と ,木地区全体の約 75%が住宅地及び農地等で占めて

%)



いた。樹林は,スギ・ヒノキ植林が 6.29%,常緑広葉樹林,落葉広葉樹林,混交林が 6.5%と ,

樹林の占める割合は低かつた (表V-2-1).

2)植物相調査

木地区で確認された植物相は,全体で 92科 339種であり,環境別に調べた結果,神崎川周辺

の低地では河川,河川数,水田,休耕田,畑地を調査し,228種が確認され,台地斜面及び台地

では,樹林地及び造成地を中心に調査し,157種が確認された (表V-2-2(1)― (6))。

本地区における帰化植物の侵入状況,栽培植物の逸出状況を把握するために,調査地における

帰化率,逸出率を算出した.帰化率は,木地区全体で 17。 7%であり,各環境では神崎川の流れる

低地で 25,0%,樹林地で 5.7%と ,河川整備や周辺の農地管理などの人為的管理が行われている

低地の方が帰化率は高かつた。また,逸出率は,全体で 2.4%,低地で 2.6%,樹林地で 3.2%と

極めて低い値であつた。

3)確認された希少植物

木地区で確認された希少植物 (環境省 (2000),千葉県 (1999)レ ッドデータブック掲載種)につ

いて以下に示す。その結果,木地区の希少植物は全体で 10科 15種であり,環境別では低地で 6

種,樹林で 9種が確認された。確認種については,コ ウホネ,ウスゲチョウジタデ,ミ ズキンバ

イ,アプノメ,アヤメが低地の水田及び休耕田で確認され,サ トメング,オニグルミ,ク マンデ ,

コブシ,ギンラン,キンラン,シュンランが林床及び林縁部で確認された,特に,所沢町民の森

の林床では,キンラン,ササパギンラン,シュンランが集中して確認された (表 V-2-3,図 V
-2-3)。 なお,図V-2-3は 希少植物保護のため,公表を控えた。
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表 V-2-2(1)木地区で確認された植物相

No 科 名 種 名 学 名 R」 RC 備  考
1丘 AL 樹 熱

クヽサ スギナ 丘 彦
"“

薇 ,″。r7fe ●

2 クヽサ イヌスギナ Sc,アすo強m″ 】″,Dゥ ●

ビシマイ ゼンマイ 9J"vrlJ●ヵ o廟∞ ●

4 勁、・ノイシJlウ
・マ ワラビ Я的ガ財 切

"コ
9切イカリ 四 ′ /4VVfCP/vp ●

5 ホウラインダ ミズワラビ 99rD働働i゛ rta/rObrJ●● ●

オシゲ オニヤブツチツ c//rpp力
"r●

メ
"rvp

●

7 オンタ・ ペニシす 9vpp伽 ,s aB打力″s¨ ●

ヒメシゲ き パ`レτ dror4●Fp"″
'paゃ

デssp.節●//rs,'", 0

世ユシゲ ′、lJガネワラビ み●//pた
"し

,■,Onfoa ●

1 メラ■ サトメンダ Д′ッ労働
"JD/rprt/9'ψ

,♂ 0 A

メンダ イヌワうこ lb/riyp,″ ∞
'8trp

●

1 沐シゲ 求ソ′ヽシケシダ つ
"aれ

oo耐F,I ●

ス■・ スギ 助 わ″働
',ブ

,″ ,メ∞ ● 幾培種

ヒノキ
=ノ

キ 971●″盟o9/patts oう tuse 0 0 IE魅種

1 とノキ サワラ 婉 rpp,● ypp,す お́アrぅ
"

0 楚 誌穏

イスカ・ヤ イヌガヤ
"肪

/pttv● /2●ぶ螂 蕊4 ●

1 イ手イ カヤ rppy4'7θ″う爾 0

1 カレミ オニゲ Jしさ ,ura,,湧 ね,"'たツア, ● D

ヤ十年' シダレヤナギ
"族

加by/cPra y,,力 ya//p 0 幾燃種

t7キユ・ アカメヤナギ 鋤/1x● /1●●rl●JPeroFれ, 0

t14‐I・ カワヤナギ 鮨族 gifれ殖 0
ヤ+キ

°
イ又コ :〕ヤナギ 釘カイカFera ●

し+工・ タチヤナギ 鮨力″,ュ試韓gitis ●

h,、
・′エ ハシノキ 4わ p●ブ,p,″ ,コ ●

・ ′エ ウ▼彰ギ %″ PrPvs」 aponr●● ● D

ねハ・ノキ /宝 ′゙ギ 9,″れ,v,f● 0肋け,,k'1 ●

ダチ スダジイ 働 ,rp烈″ 9府 c,s,,ね
"虜

,おう●/」IP 0

ク・十 ケヌギ S亜職us,,財 ss′′,, 0

7・ナ 働
'♂'7'p/E′

rl● 0拓)', ●

ガナ コナラ pv9rtrg,けぬ rF ●

ウ ム クノキ 4p/Pa ● 0

ウ エノキ θ夕すo,力,雨s yDE,9p切ルお ● ●

カ ケヤキ Z●/4つレ,す 9//ar● ●

タワ ヒメコウゾ 日фむssoS,力 κBガnつたデ ● ●

ョウゾ 患曲 ss効,力 kaぶsつげ χ ρapj/PF●B 0 0

″ワ カナムグラ Vtrprr/7jyppp″¢′, ●

マグワ Vpp● コ■H 0 ● 栽培種

,ワ ヤマグワ Иタッ,● rsむ雪′伊 0 裁 魅蓬

イラクリ ヤプマオ 口●●力″o所,)"ゆ 械増 ytr.わ

"
●

Tラクサ イラクサ D朝
"D"7,と

り塑

"殖
●

一ア ミズヒキ ,″んゎ,, ● 0

"予

・ オオイヌタデ 皓 府′∞ rttP ta,abifd ■ヽ ●

一す イヌタデ 時 ぉ お∞ 汀,IoにiserF ●

コ
Ｔ イシミカワ 助 Ⅲ】仰 i,pprF9/rp" 0

庁 ,ヽナタデ 時だん守力 ρ″ 加 盟
・

ね汀胸四 ●

埠・ ミしかノバ 時 だア働 ,,"p"つ 口 ′ ●

47 席 ,ヽテレなギ Rッ,】∞′静 yv/r●●● ●

'ド

子・ ミチヤナギ 跨 伽 ″

“

″ ,ri�
…

0
“
ア /々ドI 9p/Plω謗浄力″崩

"
0

いア ナ万′馬ギシ年シ rPryppr),9β 口, ● 婦 化 託

学 予
・ ギシギン ● 帰化種

μ ,・ エゾノギシギン rPvp●.ゅぅ破sifolius 0 婦化種

し,■・素
‐
的 ヨウシュヤマゴボウ 脇 Ep/aε●● p″●p"拒 0 0 帰 化種

えへ
~:,ヒ

ユ 女 八 :】 トュ 酪肋 ●●●o/er● ●●● 0

片テ
‐
ンヨ ′ミノツヅ :J ス″rlBおa,っ

"ゥ

″ケ危
"b

●

ド予・ショ オランダミミナグサ c碩 ,rrvp r/ppDttrpp ● ● 婦 化種
●ッ ツメカ■■ dBFiVj二中nテ衡 0

ナ,'シヨ ノミノフスマ S働佐
"と

,た力つИ,′ v/lt77/4カ 0

ド予
‐
シヨ ウシハコベ srD//● ″歩,,P,1おo, ● ●

■子・シヨ ミドリハコペ 3名w″p,,,9r/99" 0

アJlサ
・

'′
[コ 呼 9牲卵 ″a/bryp 0 掃 化凝

アカサ・ アカザ 9/1働ゅ●po訪切
"a■

も7rl盟えεeraЙ加力陶け 0 掃化種

ヒユ ヒカゲイノコズチ ス●hyttnrbe,brtyerrF"yrr 0 ●

ヒユ とす
'イ

ノコズ子 スつり,力働,,Dry●Prr"1/●′掏け0,rD銘 0

ヒユ 求 ツ ア オ ゲ イ トウ Д
"r磨

ヵrbv● pp働′v゛ ● 帰 1と I●
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表V-2-2(2)木地区で確認された植物相

No 科 名 程 名 学 名
太 彙 区

R」 RC 備  考
低 地 樹 林

コプシ IraFp● ル pを ,●●み oわ, ● D

クスノキ クスノキ CPp猶
"っ

″v″ ●●″ρ力pre 0

クスノキ ヤマヨウ′`シ 生力,」,瘤 F/1P● r ●

″スノキ ダフノキ レbOb//7fうけ′れう●rrr′ 0

クスノキ シロダモ Ve麒濫 ●●●●71●0, ●

学ンホ
・
ウケ
・

イチリンソウ Д,on,,,"ん たo,れ ,P● ● C

子レFt‐ ウケ ケキツネノボタン r7● 77v4● V/V● o,,わ蕊o4oた ●

年ンホ
・
ウケ
・

夕方正カン Parttrp●ぶ嗚 ,σぃ■etttv● 0
ドキ' イうJビ引卜ヽフ手 プ` Z,力∽んヵρ

"テ
∞ ●

Aキ
・

オンテン yVrndtt ty助

“

力 , ●

P,P・ アケビ 舅たoЬia 9よ、こ

"
● ●

7ケ r・ ミツバ アケ ビ パイ●braウイわオ,r4 0 ●

スイレン ラヽく O IP′ε′虎ンを ● 栽培種
えイレシ ョウホネ VvPLr」apOpr●コ

"
● B

ドクダミ ドクダミ IrpvrvyP/・ ¢9rya" ● ●

とシljョ ウ フ与リシズ カ 帥 9Brl訪vs,じ議 ″ ∫ ●

うマ′スス・クサ ウマノスズクサ 1ォ ,rO/9。 ヵね ty.bi,is ●

ンハ
・
キ サカキ 9わ 1/9ra′ oっo冷′∞ 0

り′、
・

年

=サ
カキ Cvv●′,ρ●pro, ● ●

ンハ
・
キ チャノキ み弾 frpep,s 0 婦 化 蔵

″フ
・
ラナ アプラナ 9僣 3uた瀬 弾 π″ 9●Й S'● p./Vpprs yDE′ ″ρρOつ 崩 Ferp ●

アフ
・
ラナ セイヨウカラシナ ユ強s,′

"〕
ロ 0 0 婦 化 涌

アフ
・
ラナ ナズナ 9Jp● じ■■a bly「●ゃB'rora ●

アフ・ラナ タネツケ′下ナ θβ触 ″ o″ば ,っo, 0
7フ
・
ラナ マメグンバイナズナ と中 1』材ゅ ′,は,n,c鬱魔 0 婦 化種

7フ
・
ラナ イヌガラシ ミcAttaわよ∝ ●

アフ
・
ラナ カキネガカ Й ッ 肪 汽utt ο鯖 oln,ノ, ● 4B化藉

、・ウオイツ均 メキシコマシネシグサ %typpl″●xrOFrlP/P ● 婦化種
へ
‐
シケイリウ ツルマンネングサ 働 t/typ,蜃柿 o'わおし市 ● 帰 化種

ユキノンタ アジサイ V/」ppre,maD宅 ヮbj///a 0
い
フ ヘヒイチヨ Dv●b,9,● ●ぅ助,C●力rb● 0
一， ヤプヘピイチゴ pv。/f。,,.口 ′,訪0, ●
一

， ヤマブキ 柿おこノ″t"た灌 ● ●

ラヽ ミツ′ヽ ツチグリ ん 切 rr//● ,吋れたた 0

′ヽ
・
う ウワミズザクラ 駒 ,v● Fn/4,, 0

ハ
‐
ラ ′イ′ヽラ Rosa ntul苗fto蔵 0

102 ナガ′ヽモミジイチゴ 宅vbus pNq十matts ●

′、'ラ モミジイテゴ IP7bvs″肪,trf四たoψ ropb///vf ●

104 いワ ナワシロイチゴ rPIJDv● ″
～
i“Iius 0

105 マメ ネムノキ ズ
`bizi,ノ

財う
',。

わ ●

フジカシゾウ 9,sね9Jrvp,/Jb,ヵ ″ ●

ヌスピトハ =ギ 9●,paツル″ ●́Jp●●rpi/n,,,● xypbj///vp ●

108 ツルマメ 増 dれ
'ppFX'ョ

,S破 ● 0
ヤハズソウ ,,お pra 0

マ)レ ′`ハギ と●●p●ユ碇a●/nう″ ●

マメ クズ レ́コ雪力,「ぬa" ● ●

マメ ムラサキツメクサ 府 え財ッ″っ嗜rDDO, 0 帰化種
マユ ンロツメクサ ″ 肋 劣w"P●po,, ● 帰化種

1 留メ ヤハ ズエンドウ ♂i●iarrtrv● ビお1ね 0

マメ クサフジ 路 0′,prFO● F 0

1 マメ ヤ)ンルアズキ rrrP9a FrPrV/4広 ,四′ ●

117 マメ フジ 17re的れ 尉oおbunJ● 0 0
1 blrヽ

コ
ミ カタ′ヽミ 9/D′ぃoomすovね

"
0

b"
・ヽミ オッタチカタ′(ミ 9r● /J● ●″or4 ● 帰化種

トウタ
コ
イク
・
サ エノキ グサ 4θ爵■yph,コ 〃,ウ,″, ●

トウダイク・サ オオニシキツウ 石ψ 力

"ん
″●●v/● 跨 ● 椰 1と栢

122 トウダイク
・
サ ヨニシキソウ ffrpn。 ゎヵ ●″テ僣 ● 掃化種

123 トウダイク・サ アカメガシワ /●//9rp● フと,。れ,c西 ●

ウヽダイク・サ ンラキ §ψル″チψ
"た

盟" 0

■ス
‐
リハ ユス:Jハ pap/P/7rp/1///4rp ttaε ″ 9r/zrr7 ●

ミカン サシショウ Z●,働 3将 uヽm所♭ら`こ苗 0

ウルシ ンタウルシ R縣 ,pbirva ●

ウ,レン ヌル デ P/Pv● プ,ッ,,万∽ 四κ戸,/b働鳴p′ ●

ッヽ ヤマウルン Rhus閉oうoじIP.| ●

b工子
・ ロハモミジ Ao●r,o/PIttum ● ●
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表 V-2-2(3)木地区で確認された植物相

No 科 名 種 名 学 名
太 飢 区

R」 RC 備  考
任 AL 樹 林

ウエテ
・ ウリハ γ筑エギ 粛●●/翔 ,みゥvo 0

モチノキ イヌツゲ r/●x_4。 r● ●
ニウキ■・ ツル ウメモドキ cera,ヵむ。ぉto犠Ia'C 0
ニシキ■・ コマユミ flvppyppve rん

"s r t1///pr9-J●
P″防 ●

ゴ′主↓・ マ
=エ

ミ fvり
"ぃ

sf●bp/tyJ.nus ●

=シ
キ■・ カントウマユミ fvortyptrt s,,か 9/Jraヵv,yIP/● BpFVrr7● Vf 0 0

137 ミツ′ゝ・ウツ■・ ゴンズイ 巨ッ,ど,″テ。」i41pp,】" ●

ンケ・ ツゲ 効 ぉ ″ ●ppby//● 駒 =力卿
"】

●, 0
139

140
7・卜・ウ /プドウ 4耐瞬,メ9βs,,「nn」

",,●

y●EM● ppby/7● ● 0

フ・ドウ キレハ ノブドウ 1′″ρ�o,sls r/rrPrrP/● ..′ ,メ殉 7訪′bづ ● ●

ガドウ ヤ功 ラン ●4J/re力 ia鵡∝ ● 0

Ｗ
一悧

メドウ ンタ 鳥 崩 9r●●rs,rv● 節 cvsp7J● カ 0 ●
デト・う エビジル V漣こん 房)ね y,′ /●bp伽 0

アキグミ
「

/●●rFntrfッ
"か

●//●的 0
κミレ タチツボスミレ И勁らr7p9●●2, ●

Kミレ オオ タチツボスミレ y/./pォ′す。″o,コ彎 ●

147 ツボスミレ 1/rO/4 yer99vpね ●

アマチヤヅル 0カcsraptt P●ppp/1///vp ●

アレチウリ dJcJ/●●,ngula", ● 掃 化縛

わラスウリ rnc49●,コ

"っ

o●ッ977p,n'お , 0 0
アカハ・ナ ウス ゲチョウジタデ とユ韓 ida″露 後

"″
● NT

7れ ′、・+ ミズキン′`イ れ
"'ど'れ

,酪,y,a“ロ ● CR C
7JI′ 、̀+ メマツヨイグサ つ助々 oとお̈ b】|",お ● 掃 化薦

154 アカハ̀チ コマツコイグサ a"っrrlっけ ヵ)わたrr ● 帰化種
7Jl,、・+ マツコイゲ号 a"っ 筋り雪 ,"七ヵ 0 帰 化極
ミス

°
キ アオキ 1","ブ■″力j" 0 0

ミス
・
キ ′、ナイカタ M'財砲,oブ,ρ

"/●
● 0

ウョキ・ ヤマウヨギ |ス″ ,う竹 的 管χ 9pr/2●●IP● ●
う]■・ タラノキ !ス耐 こヽ ,メ,偽 0

'琳
カクレミノ pen″球層●●r brrJv● 0

う]キ ヤツ芋 I′Lぉヵ ●

ケヨキ キジタ 1脇 再 滞 働″ぅ
"

0 ●

ウョキ・ |ハリギリ れ 792●ppr力 fV● 0
1041 ミツバ 2″わr4●PIPB4,9,労

" ●

1651 ノチドメ P/」p●●v7● 殖 ォ訪
"●

a

166 オオテドメ pv/1/p● ,v/● 腱m職韓 0
167 セ リ 釣 ゥコ腕 ヵ略rtr●● ●

ul ウマノミツ′ヽ 働 肋 ●/肪 0命Sた ●

169 オヤフジラミ 勅 ア
',″

あ曹 0

i701 t,・ヨウン マンリョウ ズZi9ね ●/9B伽 a

,フ
・ヨウン |ヤカ ウジ !スゎ ヵμ赫鍾 ●

可721 bキ′キ |カキノキ つデOipレ
"''ス

コ々メ 0

1731 口
こ
ノキ エゴノキ dvaxJapppr,vす a

1741J イノキ サワフタギ Sy中
'中

SC構0●vl●ん′pP/●●● ●

Eクセイ ネズミサ 鶏称
"w″

′,pp,′ ●vp a

176 Eクセイ トウネズミモチ 範勲c″p/tr,】 力 ″ ●

177 クtr イボタノキ 輸 ,mm pbtt「ア潮 iω阿 a

178 Eクセイ ヒイラギ 働″F,勤ぉ ′おおィ均カノイッ, ●

1791' 力
・
イモ ガガイモ 脇 9ぬo■櫨 isザむ弾 ,j" a

1801 カネ ヤエム グう 申劣
"fppri7p 1/●

′帷局れ∝,●pO'        I ● ●

1811 'カネ ヘクソカズラ 脇 ●JD/7F,衡 nJer● ● 0
J♭力

‐
オ コヒル ガオ 働 ′胎 reryaヵ oJ9rpo彊 ● 帰 化種

Iじ ギ■ ルガオ aF/7●‐ぶこ力″ Prc, 0 0
ラサキ ハ リ

‐
イ バ ナ 助 hぶos,o番撃菊 rere/7vp ●

851J うサ■ レハ リツウ ↓切班崩 ゅ οttc,殖わ 0 婦 化 穂

186 ムラサキ キュウリグサ 聴 ″お ″」vp● P/●Ps           i a

'マ

ツツ
‐
ラ ムラサキンキブ εち/7i‐●P●サうρο,メ。, ●

クマツツ'ラ ヤブムラサキ G,//r● ●rp● /2●″o 0

'マ

ツツ
°
う クサギ 柄 o/lprppl 0

アワヨ
‐
ケ ミズハ ヨベ 傷 ″Й昴," 0

カキドオン 6ι●力9,,府J●2θ弾 跨′Frt,〕
`

0
ヒメオドリコソウ 助 ″′p向 ● 帰化種

″ソ ツ`カ IT9跡 ,,′y,,Srfげa■ ,fpe/1sc,,, ●

ツ    I
=メ

ンソ lT●●/● 」r●,r/Pa僣 ●

1951サ ス ワルナスピ 勇,a,vヵ a,崩力,ヵ,, 0 BB4k置
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表 V-2-2(4)本地区で確認された植物相

No 科 名 種 名 学 名
末 AL区

R」 RC 備  考
優 魚 糟 承

198 ]・マ′ハク
・
サ アフノメ つppFttv“プI″,ε ,切

"
0 C

197 ]・マノサヽク
・
サ キクモ bp,ppbJ/4,9s,〃 ,'働け ●

a・マノハウ・サ アメリカアゼナ 肋 t/emiF力 )を ,vb,vp.m筍oF ● 婦 化種

199 ]・マ′ハク・サ トキ ワハ ゼ 脇落ぃ úttr/vf 0

20tl ]・マノハク
・
サ タチイヌノフグリ 乃 ψ pr● ,コマ erlす′f 0 ● 帰化種

201 ギマ′ハク
・
サ オ井イヌノフゲリ 乃 ψ,′οβ ρ●′す′θB ● 掃 化縛

202 ヨ
・
マ′ハク

・
サ 角ワ ギ ラ や /9prlr●●vr」v/trB 0 NT

203 キツネ′マゴ キッネノマゴ yr/.ddattψcvpb∽
「

0

204 ハマウツホ・ ヤマウツポ 力 p廃●●i螂式o‐ ●

20〔 ,ヽ エト・ウリウ ハエドクソウ ,/pptu"o卜牽 os,、 B'力げ∝ ●

20( オオハ・ョ オオバョ P脂胸 o,,ねj∞ ● 帰化種

オオハ
・ヨ ヘチ オ バコ FTa,rarO/arl● oつアara 0 帰 化種

20E スイ丸ス・ ウグイスカグラ とり,ん er● J瘤o″わ●●Wr r/● う管 ●

えイカス・う スイカズう L●n,CD藉 ,a,ppr●B 0

えイカス・ラ ツ`クズ 働 ″わμo"粉 腕 匹 た 0

えイhス・う ガマズミ Иb〕
","ぼ

,lara肋
" ●

1 えイカス・う コバ ノガマズミ /rb,ヵv"●‐●ryrp ypぇ pvpっヵrtryP7 0

オミナエン オトコエシ P●コi″,yJ//っ ,, 0

プタクサ ■πわ碍 s力 r2●ヵ 五,P/FD/1B yFr θ/p=for 0 掃 化種

215 オオブタクサ 4ぬ ね 閉■dこ ● 桶 化 Tr

216 日モギ Attistap,力ひ●pF ● ●

217 ノコンギク 1,r●′とゃ稔白ガめ,,sp Oy● ″s ●

衿 ラ イ レ ケ 4j・ 9,Jbヵ o,お殖
"

0 帰化種

219 アメリカセンダングサ 3,おぉ ん 施 B ● 婦 化 語

220 コ
'ラ

イラヴ■ ユidonsp il● ●● 0 婦化種

22J キク タウコギ ワね働管 とカ コ″ね 0

222 奸 ラ を

「

ツ 均 θE″とけ拗
"」

ry●p●Brpp 0

223 キク キヽンソウ OentrpoJ4″ ldi亜 0

アレチノギク 3輯 zは かっ殖打oヵ,/● 0 掃化種

オオアレ手ノギウ 伽 ,)攘,,v/7,ぬ 力,,お ● 掃 化 種

228 夕カサブロウ F●/rpp p∞sつ雪陸 ●

ヒメムカシヨモギ 5″9prP″ィ盟】o,,′づ 0 0 帰化種

22C ハ ル ジオン S,ユ働つつP/1″ ,t/● /pbr● tr● ● ● 帰化種

ヒヨドリバ ナ E」par●●vIP chi僧
'す
o四ぇooβ,9rpFtj//Prp ●

キク ハキダメギク aFlins蛹,Of'お rF 0 帰 化種

ハ ハ コグサ 6個p施/rryp,″ テ
`ゅ

0

イヌキクイモ Retia,榜匹 f″珈 つ
“

ys 0 掃 1佐稲

キクイモ W●/1●,湧 v● 力歳″″ ," 0 掃 化種

キツネアザミ 17●pttrep協 //nヵ 0

キウ ブタナ Vyp,訪 oつ市G ttr/rcFrr ● 帰化種

230 キク オオジシバリ 吹θ万oわ か,イo 0

237 キウ 二ji→ 歩,オo tyeprF" ● ●

238 キク カシトウヨメナ 絶 limeis p♂ ,pty。/.″。た 0

239 キク アキノノゲシ rB●

`ゅ
ゎd韓

"′
力JP●● 0

240 ｔ
ｒ ヤブタビカ b,sarl● /Pv加7,o 0

キク コウゾリナ 廟 ″帝 脇 河訪め ,ypぇ 浄力 あ中,●●蒼 ●

24E キク ノポロギク S"●●ん y"τ,万δ 0 婦化種

24【 セイタカアワダチツウ 駒 /PJ● F9,/お ,加 a ● ● 帰 化種

24μ オニノゲシ 勘 aわv● コ,per 0

24〔 ノゲシ Sう,あ〕oっ/DaO● v● ●

ヒメジョオン 鴎 A4,す o,rlpvT● 0 婦 化 I●

ライ¬内々ウポポ ん瘤xBcrypゅ 除da4/● ● 掃化種

オ井井チモニ 胎 ,榜アッ,つつoねと,rB/D ● 鵜 化種

|ク オナモミ メ密,bア″″ ,働И聘
"I切

″ 0

25C オニ々Fうコ rpvprraどこpめ″●● ●

|モダカ オモダカ 働ガ協 ガコ請偽,la ●

252 ノビル Д,1'vtt rr● /J ●

253 ユリ こ う ス
'II」

磨 働b'r●●′″ 0

求ウチャクソウ Dis,¨″s,s,″o ●

255 チゴュ リ けたoつnヵ
"sm■

1ミarpvp 0

25G ′九 ウ リ ウ F/●pぅ巾●●11ls FP/y● y●′/9pFrtyb● ●

257 ヤマユ リ 陰ti中 ,v/B働
"

0

ヤブラン 」,φe rpP,っ ,ガ 0

ユ リ ジャノヒゲ 9"ケjEレprprlJa″niors ●

り ナ )レコュ リ 4/yropprvpゎ /●artrp ●
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表V-2-2(5)木地区で確認された植物相

No. 料 名 種 名 学 名
太 難 虞

R」 RC 備  考
低 地 樹 林

ュリ オモト 79/2わ yappryr●B 0

ユリ サルトリイバラ 9"r/● r � da 0
を手●フオギ Sttr/B/刀 0

204 ウオギ 例″r/ax′孝urlp rar.vfftyp,点ミ ●

ヤマアイモ ヤマノイモ 0メ0●oつけ,7●p"'C' 0 ●

28C ヤマノイモ ウチワドコロ Dro,cop,れ ,ρ 9PPr" 0

ヤマノイモ オニドコロ
'肪

ε酌 こ う就,p ●

20E ス・アオイ コナギ Vpro肱施 f患ぶ韓 胎
"′

P/●,菫ginea ●

7ヤメ キショウブ /pF,,,v」actts ● 掃 化 涌

7ヤメ アヤメ rrs,,prv/po弯 0 C

イク
・
サ イ y749v.。 廟婿v● 四ぇれけ炉

"s
●

ノユクサ ツュウサ 砺 ヵ),膊 っっ″
"unis

0 0

ツュウサ イボクサ 陶 憎堕Ani4々 er● ,コた ●

′ユクサ ヤブミョウガ Ebitiaユpo,I横 ●

rネ ア井カモジゲサ 4gttpヵ ,oliIB″ 均 覧″inぃ3 ●

Tネ 九千ラザ44 4ど″必ね
"と

獣″fカメo,,,ypr frapF'enS 0

rネ トダンパ 4コ切ηdao子 !■ /J/rrF ●

278 イネ イヌムギ Bωttvf οF′僣漸 OV, ●

イネ ジュズダマ CoiRね 仰 vDげ ● 帰化種

イネ カモガヤ 0,,呼ヽis F/pp"" 0 掃 化稲

281 rネ メヒシ′ヽ Digi機ドao'rfaお ●

282 イネ アキメヒシ′ヽ 】ヽこ濫 ha vioよa,●●nf ●

Tネ イヌビエ F● /1Ppοθ力′
",v●

rra″ 0

イホ ケイヌビエ F●/P/ppab/●●cPf ra″ 盟′●●/"暫榜 0

285 イネ オヒシ′ヽ f/● 馘cI籠 わ訪∝ ●

Tネ ンナダ レスズメガヤ すftyVIVわ ● 帰化種

fネ カゼクサ 駒 コ′

“
お /b胸昭力つβ ●

Tネ オニウシノケグサ
「

●すD●IB中趙 確ヽ ●″ 0 帰 化範

イネ ウンノケグサ 残埒rVaFつし″na ●

イネ チガヤ Trpp●層r● ●y/i●」●●●ビit々″励ir/J 0

イネ ネズミムギ Lol=」

“

p′′す赫 ●

イネ ホソムギ ●

イネ オ ギ yr.。.,rbvJ,,θ9佑p//9A7● ●

イネ ススキ 確,こりo,謗〃,すPrl● ,s′, 0 0

20こ イネ ケ葬 ミザサ 力ん ″″ 婚 17r滋ね げおffus 0 0

イホ コラ→Fミ」F引け P//f"。 pv● ″力た新崩ア四 y″′ρ夕
'テ

Otrs ●

イネ オオクサキビ 贈 ntoun di誦わ″′磁蝉 豪 0 婦 化稲

29g Tネ シマスズメノヒエ P●●p● /7p J//rt"rvrr 0 婦 化種

Tネ スズメノヒエ 鳥 t″ /1Pr29"隕恥 額
=

●

30C イネ チカラシ′ヽ ん 拗 碗 rvp●/ppθOvψデこんo′ ´働″ vPjOじ/PS 0

301 Tホ クサヨシ 勝 B/4r7● HttnSi破 0●● ●

302 Tネ ヨシ 「誇,をEs例ア● ●

80g Tネ マダケ 9977/D,力 み だ灌pbly● あ説郎 0

304 fネ モウツウ手つ LJ///●,"oれys 0

305 Tネ アズマネザサ 守,′Dかわす破s,わら,0 0 0

306 rネ スズメノカタビラ 賎 湾″ ″ 0 0

307 rネ ナガハ ゲサ D●●P/4いnSた 0 掃 化穂

rネ イチエ ンナギ 嚇 ●P49p」//●J●● ●

イネ クマザサ 9●

"re齢
iミ 0

イネ アキノエノコログサ Se工式A rDb" ●

イネ キンエノコロ Sb働,b prpr//● ●

Tネ オオエノコ回 働 強おこ χ ″ ぅo●●●rpa 0

Tネ セイ′ヽ シモロコン Sめ磐力切
"P/●

pers, 0 帰化種

イネ マコモ 訂

“

施 /Bd“tiュ ●

1 イネ オニシ′ヽ とws こヽ″,9脳
"¢

狗4 0
，ン ンュロ r碕●bjr9,″″

'rOrrvB,デ
● 0 裁 培籠

けトイモ マム ングサ 4PfFerp● ●働強 rpp ●

けトイモ ウうシマソウ l�sa9閥
"切

ηι●try,●pr切む0カ′わコ 0

1 キウ41 7オウキウサ 〔夕肋孵 ●o泳肱v●, 0

ウキクサ ウキクサ 彩施 脇 ρ。lyぶ壼 ●

マ ヒメガマ r/PB F/7」VfrrFo/rF 0

がマ ガマ ,p佑 /prrFp/1B ● ●

マ コガマ 残 働竹 訪 ∽ ra/1● 0

ねヤツリク・サ ナキリスゲ 劣″χ /●prlt 0
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表 V… 2-2(6)木地 区で確認された植物相

No 科   名 種    名 学 名
末 凱 区

R」 RC 備  考
低 地 樹 林

カヤツリク
‐
サ タマガヤツリ θン,3破S yr/rpprf 0

カヤツリク・サ ヒナガヤツリ Cyp9Ly,7,cc,ユ μ争 ●

ねヤッリう
°
サ アゼガヤツリ ●

h■ Wllう・件 争yperv● //7a 0

bヤツリク・サ 九■
'｀

ツIJち
「

4J‐ 鋤 ,9ws"′ ●AЙP' ●

bヤッ:Jク・サ マツ′`イ 印e¢れ rrs Dσ

'こ

け
'aお

こy7/●pFrfO" 0

むヤツi,ウ・サ ヒ丁 IJコ
= 鵡ヽ 清熊ン佑 ぃヽ■ヽこ●o, ●

bヤツリク・サ ホタジレイ 能 |ゃusI蝉οry●● ●

bヤツリウ・サ マツカサ ススキ 働 ″pκ 加ア
"拡

9み印7Vf 0

しやッlJウ・サ カシガ レイ S● /Pr● �arFV/D"す ●

Lヤリ〕Jウ'サ ウキヤガラ 桟伊rpv,ン嘔,層 ●

33G ラン Arシ ぅシ ● C

矛ン キシ弓シ ε9pら,力,J節層 Fa/●B" ● VU D

,シ ウ う｀
助 うテ畝切″F9aり,″′ ●

)シ ヨクラン CPp●房s,9voff ● D

＼ 92科 339翠重 339TA
228 157

5

消Ll) R」 :環境省 (2000)の 楢物版レッドデータープックのカテゴリー

RCt千葉県レッドデーターチンクー植物編―(1999)のカテゴリー注 2)
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表V-2-3本地区で確認された希少植物

No 科   名 種    名 学 名 R」 RC 低地 料林 備  考

1 サトメンダ 4r4/1vIP・ tr9/rpゎ Frp声 A ●

オニグルミ yvF/pps,ル″bわカ D ●

Ⅲ′ヽ'′キ クマンデ Caゃ力v●プカ9Jvrt14 D ●

モクレン ヨブン 力佑♂働Btt pra,ε ο,アo,カコ D ●

学ンホ
°
ウケ' イチリンソウ 加 97V9Pθ

"rtpθ
,,rs C ●

ヨウホネ /vpbprvitPP9JP/9tlJ77 B ●

r力 A'ナ ウスゲチョウジタデ とvど坊斃ηb押,防χ″ NT ●

P力′ヽ・ナ ズキンバイ と以力蒻第打,と

"vね

,9a CR C ●

】'マカヽグサ アプノメ D9parrilypyvpοむ明 C ●

ヨ・マ′′ヽク
・
サ カワアシャ yopprtl,"」tr/Frp ●

アヤメ アヤメ 力,sprPrVrT94 C ●

1 ギンラン 3oいdanbprp 9/9," C ●

キンラン Ce》Bttntterp Fa/cp協 VU D ●

シュンラン 効 うjttV″ 」99pprP/ ●

コクラン 匈力B″

`49/1/9,,

D ●

＼ 10科 15種 15種 5 6 9

注1)R」 :環境省(2000)の 植物版レッドデーターブックの力予ゴリー

僚柱性朗呵

“

撤瑾
VU:絶滅危慎Ⅱ類

NT:準絶減危慎

注2)RC:千葉県レッドデーターブックー糖物編―(1999)の カテゴリー

4)まとめ【保全E再生対策 】

神崎川周辺の水田及び休耕田では,コ ウホネ,ウスゲチョウジタデ, ミズキンバイ,ア

ブノメ,アヤメが確認された。これらの種は,近年,水域の埋め立てや除草剤などの影響で減少

していると報告されていることから (角野 1994),生育地の環境は,除草剤の影響が極めて少な

いと考えられる。また,カ フヂシャが神崎川の水際で確認されたが,これは,河床土壌にカワヂ

シャの理土種子が含まれている可能性が高いと考えられる。

樹林では,サ トメシダ,オニグァレミ,ク マシデ,コブシ,ギンラン,キンラン,シュン

ランが林床及び林縁部で確認された.しかし,木地区の樹林地は,谷田地区に比べて,ムラサキ

シキブ,ヒ サカキ,ネズミモチなどの低床が密集していたことから,谷田地区の樹林に比べて放

棄期間が長いと推察され,日 照条件も良くないことから,将来的には生育が抑制されると考えら

れる。よつて、希少植物も含めた多様な植物相を維持するためには、適度な林床管理を行 う必要

がある。

5)引用文献

角野康,1994`日本水車図鑑,文一総合出版,東京 .



3.折立地区

白井市における折立地区の位置は,図 V-3-11こ示すとおりである。

V-3-1 折立地区の位置図

1)土地利用調査

折立地区における土地利用区分図を図V-3-2に示す。樹林地が広範囲を占めていたが,大部

分がスギ・ヒノキ植林であり,落葉広葉樹林,混交林もパッチ上で確認された。常緑広葉樹林

は,比較的小さい面積を占めていた。その他には,果樹園,畑地,人工構造物が確認され,特
に果樹園は所々で確認 された。

各土地利用の面積及び面積率については,表 V-3-1に示す。その結果,樹木は,ス ギ・ヒノ

キ植林が 175,526m2(面積率 37.10%)と 全体の 1/3以上を占め,落葉広葉樹林が 66,710m2

(面積率 14.10%)と 全体の 1/6近くを占めていた,草地は,台地上に分布する陸域性の車本

植物が 9,257m2(面積率 1,96%)と比較的小さかつた。その他には,果樹園の面積が 87,199

m2(面積率 18.43%),人工構造物が 51,858m2(面積率 10,96%)であった ,

表 V-3-1折 立 地 区 にお ける土 地 利 用 区 分 面積 及 び面積 率 (%)
土 地 利 用 区 分 面 積 (m2) 面 積 率 (%)

常 線 広 葉 樹 林

混 交 林

落 葉 広 葉 樹 林

スギ・ヒノキ植 林

ハ ンノキ林

竹 林

車 地 (台地 上 )

畑 地

水 田

果 樹 園

裸 地 (造成 地 )

人 工 構 造 物

473,176

559

24,601

66,710

175,526

2,509

17,032

9,257

31,663

3,332

87,199

2.280

51,358

0_12

5.20

14_10

37.10

0.53

3.74

1.96

6.69

0.70

18_43

0.48

10.96

合  計
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図 V-3-2 折立地区土地利用区分図
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2)植物相 (フロラ)調査

折立地区で確認された植物相一覧を表V-3-2(1)～ (4)イこ示す。確認種数については,全体

で 75科 209種であった,季節別では春季で 141種,秋季で 146種が確認された。

折立地区の調査地では,スギ・ヒノキ植林が大部分を占め,所々にコナラ,ク ヌギ,イヌシ

デなどの落葉樹林が確認された。スギ・ヒノキ植林の林床では,ベニシダ,イ ノデ,ハ リガネ

ワラビ,イ ヌフラビなどのシダ類,アオキ,ヤツデ,キヅタ,ホ ウチャクノウ,ジャノヒゲな

どが多く確認され,落葉樹林の林床では,アズマネザサ,カ タバミ, ミズヒキ,ナワシロイチ

ゴなどが確認された,

3)確認された希少植物

折立地区における希少植物 (環境省 (2005),千葉県 (1999))の確認種一覧を表V-3-3に ,

確認位置を図V-3-3に示す。全体では 6科 10種が確認された。その内訳としては,サ トメシ

ダ (千葉県 A),コ ブシ (千葉県 D),ウ メモ ドキ (千葉県 C),カ ラタチバナ (千葉県 D),キ ン

ラン (環境省 VU,千葉県 D),ササバギンラン (千葉県 C),シュンラン (環境省 Ic)が林床で

確認され,ワニグチノウ (千葉県 C)が林縁部で確認された。なお,図V-3-3希少植物確認

地図はこれらの植物の保護上略した。

4)まとめ【保全B再生対策 】

折立地区の調査地は,概略,比較的広い丘稜地の樹林地とした。そこの林床では,キンラン,

シュンランが比較的広範囲に散在して確認され,ササバギンランは所々で確認された。木本性

の希少植物では,コ ブシが広範囲に確認され,ウ メモ ドキが所々で確認された,一方,カ ラ痺

チバナ,フニグチゾウ,サ トメシダは極めて少なかつた。このことから,キンラン,ササバギ

ンラン,サ トメシダの生育地は,神々廻地区と同様に,アズマネザサが繁茂する時期の8月 ～

9月 頃に下草刈 りを行 う必要がある。一方,ワニグチノウは民家の林縁部で確認され,カ ラタ

チバナの生育地は,ス ギ・ヒノキ植林の林床で,しかもウグイスカグラ,ヤマコウバンなどの

低木下のやや薄暗い環境で生育していた。このことから,アズマネザサが密集 して生育する可

能性が低いと推察され,これらの種については,できるだけ現状の維持に努める必要がある。

また,希少植物の保全地区とすることで,地権者及び環境教育・体験学習等の利用を除いては,

極力、立ち入れさせない方法を取ることも考えられる。
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表V-3-2(1)折立地区で確認された植物種一覧
No 科 名 種  名 単 名 春季 秋 垂 RJ RC 信 者

1 ヒカケ・フ功ス・う トウゲシ′ヽ /9pp● Jrvp oettrml ● ●

ウヽサ スギナ fOtyj● ●肋
",″

,体● ●

セ
・
シマイ ゼンマイ 体,v′滋ヵρっ," ● ●

】′、'ノイラJlち 'マ フラビ ЯDP1/rfJJ7を 、uiI 拇ヽ n孵 た/FtttS,fy/v/7 ● ●

|ンダ ケニヤプソテツ
"テ

И″ね′″hyp ●

「シダ ヤブソテツ ,Иれ
"坊

勁
"Fpね "す

0 ●

|シダ ミニシダ 叛 棘 崩。尊 聴 金
" ● ●

「ンタ
・ イノデ 増ン,tictt P//b/●p/1aArp ● ●

:メンダ オオバショリマ a牌中,ぶs9v./P,o籠 nぅと ●

1 ユし|・ ミゾシダ 路 拗中雪r7pp″つ OSp mo1lissimh ● ●

11 :メンタ・ ハリガネワ支 h/JpいAsypp`溺弾 ● ●

1 ドンダ サトメシダ qJレ初″湖訪めんお ● A
1 イヌワラピ 朝

"",加
れ lyp ● ●

'シ

ダ ヤマイヌワラビ 4t呼おu爺 配 訪 ●

: ドシダ シケチシ丁 働 蜘
"、

●Asユ″Tヵ刀rr aん ね ●

1 1シダ 憔ソバシケシダ D4′単
"�

●oつカカケテ ● ●

`シ

ウ・ ラケラτ 助 力とこ色中 6`亀 ●

!シダ ヨウヤワラビ う●●/●P,っ,,ybr/1s四 ′力
"ψ

協 ● ●

ウラホ・シ ′キシノブ :,pF,,vo′お呻 D,財o ●

スキ
・

スギ 豹 ,rppr7● ヵ′り
'テ" ● ● 裁賠rL

ヒノキ ノキ 》 ttysa ● ● 栽始種
イテイ カヤ ranyf,″′Fpp ●

や十■・ んワヤナギ a/r/rr/ril頒 ●

ヤナ|・ イヌョリヤナギ a/1/婢 ●

hP、 'ノユ ,ヽシノキ 刀/Pい力 ppp7● B ●

I′、・′キ イヌンデ 傷 ″力ぃ と訪 効り,々″ ● ●

,・ナ クリ あ frDttD Cr●●E" ● ● 蛇 培 層

,・ ナ スダジイ a,♂協η舛なた●pspryptt yar,f●bp/r/7y ●

,・ ナ クヌギ aβ切す。¢″腋ュ.は ●

,・ ナ ンラカシ a"勉 ,コレけヵ雪っidi ● ●

,・ ナ ヨナラ れ 弾 s,っ袴 協 ●

ウ ムクノキ 1,おna伸お,β●prE ● ●

ウ エノキ 発層s,力初

"財
ガ 勲 ″●B ●

ウ ケヤキ /●/4ο ya Feぬr4 ● 0
メコウ デ` 7raF,DttDrた ,】碑げ ●

ヨウゾ 〕磯 6ψたЙ 施競漱メχ pFp/pF● E ●

クワクサ 枷 ,7r//・ S, ●

ヤマグワ V― ,“伽胎 ● ● 裁賠種

"ク

サ 7九 ツ B鶴
・

企aF//y・●財 , ●

rラクサ ミズ ワねr府″を, 0
釘子・ ミズヒキ ,f/JFp′

"●
● ●

,Iテ
・

イヌタデ DD「■0ぶこわ電お,働 ●

′ヽすタデ 宅″,ι,力bpっ ovpby yar/B/Jrrav ●

ぢI,' アレJfrシギシ Я卵
“

/cDr・f/●2む聴rV● ● 帰化稲

ナテ
・
シヨ ウシハコペ d″脇′西,単ij" ●

肝
・
ショ ミドリハコベ dD//●所,ヵ町働4"b ●

:ユ
=カ

ゲイノョズチ lc脇 ,加♂Й諏
"""y,lytp″

テ
" ●

Eクレン hオノキ lTT49/1B籾鉤ゆ● ●

ョブシ lrpr/1tvil prp● ●●9/F,万Wa ● ● D
rッ ,'サ レネカズラ r●戯sttytpp廟

" ●

,ス′キ ヤマコウ′`シ ●れ た F/婢 ● ●

'ス

ノキ ンロダモ V●,/おo● se■c∝ ● ●

子ンホ
°
ウケ' センニンソウ 夕幼

",』
,ιゥ

"万
8" ●

:キ
・

ナンテン 駒驚 iは Ja●●●力 』 ● a 栽始種
ァォr' アケビ 4た 9bra cui籠彦 a a

7ケと' ミツ′ヽアケピ 4た oと,aЙ心ケara ● ●

ンリ'うワシ・ アオツプラフジ %οttys a● rrv/● ン, a
・ヽ
クタ'ミ 〔クダミ 跨財″

"と

ω滋榜 ● ●

ヒシI,ョ ウ
=ト

リシズJ3 ●

Lシリョウ フタリシズカ D切り翻,♭ IPJ Fぅ ″ ry● ● ●

ツ′ヽ
・
キ ヤ

'ン

バキ 9●P//JB=韓 cヽi ●

′′ヽ'キ

=サ
カキ i崎aiE"nioa ● ●

ムラサキケマン
"γ

れ砿f rpお● ●

ナガミヒナゲシ 9ap● ycrれ

'"
● IB4L稲

lキ ′シタ ウツギ 9B切働と7prj4傍 ● ●

キンミズヒキ lL 棗ヽ∞,aヵ″磁ぬ ● ●
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表V-3-2(2)折 立地区で確認された植物種一覧
No. 科 名 種  名 単 名 森 垂 激 曇 RJ 配 備 考

6 アIハ ラ ヘピィテゴ )時hosp●4 9oSa,ヵ ●

i′、
・

号 ヤマプキ 略房コノψ
"た

。 ●

!ハ
・
う カマツカ 蜘 會

"熱 “

3 7pr力oアo ●

|ハ
・
ラ ウワミズザクラ 助 F74/apr ●

A‐ラ ′イ′`ラ /7aF,″メう的殖 ●

オガ′ヽモミジイテゴ PrDttG pa/2Pa鵬 0
手豊ライ手ゴ P●bv● Pttmi跡 レγ 9ppr04//rv, ●

ネムノキ 1崩言,」 iryPrbPJ● ●7T 0 ●

ヤプマメ 4η

"必
切

",コ
う雪●触 働 距ぇJa瑯″ ●

フジカンゾウ Des距OJilp,湧竹″′ ●

ヌスピトハギ p●sprFtpか兜yOBPiIPr7`,ュ ●/41//m ● ●

ヤマハギ と●spp誇沼か′ωrT ●

|マメ クズ paritl/9b,働
●

ヤハズエンドウ 眸da araV●げおfね 0
マメ フジ Pを r●rilP Rぶ鶴nda ●

b労
・ヽ
ミ イモカタ′ヽミ 9x●胎 ndぬBra ● 帰化種

b″ヽ
‐
ミ カタ′ヽミ 91●た ,c切′ω′脅r● 0 ●

ウヽダイク・サ エノキゲサ
“
イ
"脂

●V●臨lis 0
ウダイク・サ シうキ BpilvTP〕″

"や
ゆ ●

ユス・lJr、 ユズリハ 9rnilB//79加 印 9tytp ●

ミカン サンショウ れ ″ 蹴 舅陶 何西れ η 0 ●

イヌザシショウ /pphx//vp,鵡式f蕊蟻 0
クルシ ツタウルシ IPL● ●77b/2● ●

ッヽ 型レデ    1伽 ,加,施 町 跡b●T」ri ●

)ルシ ヤマウルン 胸 ∫醸oお衛 碑 ●

b工予・ イタヤカエデ Д″′r7o, ●

Iエテ
・

イロハモミジ 狛●●r″力,avp 0 ●

E子′キ イヌツゲ TeX伽
"F伯

●

モチ′キ クメモドキ 1/●/,α肩,働 0 ● C
ニシキキ

・
コ¬rtLミ 助 Vf打,rvr κ tv/Paゎ司

"働
ars ● ●

ニシキキ
・

カントウマユミ Ev●●prr● ●アφttdtt yar,■ 独胡脚 , ● ●
iツ A‐ウツキ

・
ゴンズイ

=us呻
厳sy第ガ∝ ●

′ゲ ツゲ 9コィv,加 ,めにコ謗レれを 7aryη 9"1●B ●
・ドウ ′プドウ 狩靱賄/PsiFダarPr/Jp● ● И露 力つron/ra ● ●
ガドウ ヤブガラン 働 摩

"Fa弾
燕∝ ● ●

メドウ ツタ 1舟財 陶 ωたoぃ 脇
“
s炉ね伽 ● ●

〆ドウ エビヅル ツケすoテ前肋猪四′/9bp" 0
|ナワシロゲ塁 gr.●ppvs w",

●

アキゲミ fr●●.px49伽勝●yraね ●

スミレ タチツポスミレ 晴】aどっp∝れは, ●

アマジヤリル typac―●p9mp4///vp ●

力うス ウ lJ 房力 ,a,υをo●ppF卿お, ●
7JIA・ 十 ミズタマンウ aは節

"口
】1,。 ● 0

″九A・十 アカ′ヽナ 1卵 嚇 ρνttD期

"
●

1 こス・キ /オキ 1刀 Dlbaヵ ρりげ9■ ●
一

●

Ш ミス
・
キ    | ミズキ C―v● ― D・●レ

“
, ● ●

ミス・キ ハナイカダ V●rWiV7ri41カ∞ica ●
ウ]キ・ オカウョギ η″ヵbDAPpl nittav● IP● ●

Щ ウヨキ` ヤマウコギ 湾卿 W尊 潮 IP/e痺猾∝

“
●

,ヨキ
‐

タラノキ ス卿啄o●わ協 a a

うョキ カクレミノ D91おψη,/bv7Jrr ●

クヨキ ヤツデ Fa偽カユψ●・7r●● ● ● 栽始種
うョキ

・
キ プヽタ 艤 紡 か,コ ● ●

)]キ 、り■沖J 焔 】ψ●vlax炉。励♂ ● ●

ダ ケ lrT.rir yppFri/4 ●

ミツ′ヽ ar″け。鮨働ね」illpaa ● ●

セ リ a聰口,ぉ.ヵf熱槃 ●

ヤダョウメ マシリョウ 4耐s,● o9″
"

● ●
tl,`コ 奇ラ・ 力:カチ′ヽナ lЯ′,と ,,o″ ● D
ヤフ
・ヨウン

・
ヤカ ウジ 1繊sねヵ声浦

“
● ●

エヨ
・
′キ ニゴノキ 釣 鶯 χ力 席oコo ●

,ヽ イ′キ サワフタギ 骸ψ 力ω,謝力
"誌

r ρrrp露 ● ●
モクセイ ネズミモチ 跡 ― Jりの ,働 a ●
[ウセイ

=ク
ネズミモチ   I lvps― ル前肋 ● ● 難 妹 種

13111
:ク
セイ       トrボタノキ Iをvs仇初 め働す朗 切 ● ●
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表V-3-2(3)折 立地区で確認された植物種一覧
No_ 科 名 不と 名 学 名 墓 垂 激 垂 RJ RC 信 者

モクセイ イラギ 9●r7prJr/Pv● ヵ●r●π渤ら///7● ● ●

キョウテクトウ テイカカズラ r/F。お 1。ψ。前uれ ,Fra脱 籾
"′

肪r●pp,」ryp ●

ち・力・イモ がガイモ 脇,IBP/prrF〕 ″ 9/Pr●B ●

アカネ ヤエムグラ carrm i,vrtrrrp yp′ ,粉rpつ oρつ巧η拗ゆ ●

アカネ アカネ PLbた
'嚇

i ●

8

'マ

ツツ`ラ ムラサキシキプ OP//rrpP● ヵ勲
'“

● ●

'マ

ツツ
・
ラ ヤブムラサキ 働 /7rcrrpF pp//Ps 0

ッヽ JIエドナ彰 Gt“踊 aんoJ卵
"班 伸 pJr● ●

メナド1,コ ツウ ● 掃 化種

ラ1, イヌヨウジュ ″∝ね ´
"前

vおrB ●

アキノタムラツウ Sと/7J●」,♂″,ICa ●

ヨ
・
マ′′ヽク・サ サFgFケ 17● zP● prtv● /1r ●

ゴマ′ハク
・
サ タテイヌノフゲリ レ名ァ切つ′oo,′レ0,0′, ● 構 lL種

ゴマ′Aク・サ オオイヌノフグリ 7●/9proa ρ,s′鍾 ● 帰化種

′ヽエト・クリウ ハエドクソウ り巧″″ /●pゎoヵCh距 ●●/x,sParrCa 0 ●

えイカス・う ウゲイスカグラ 切rrr¢r/rp“ ypκ  F/pbゎ ● ●

Rイ JIス
・う スイカズラ とつけたドエン

'ρ

prr●4 ●

スイカス
・
ラ ニワトコ 働 減 otr● ra″″●●コ,sp'ん脇 /J7p声 0

えイカス
°
う 汀マズミ И,コ

"ψ",ア
pr44/p 0 ●

たイ方ス
・
ラ ョ′ヽノガマズミ ゴ`Ⅲ撃mun ep飩ゅ 確ぇprprervp ●

ヨモギ 4驚
"r●

ね pi″ψ , ● ●

キク ノコンギク 4,rpr真ゃ瘤prt/8す

",つ
確rVf ●

ンラヤマギク 4♂れ/soaber ●

アメリカセンダング士 財お ,♂
～
n鵡 ,コ 0 帰化種

タカサブロウ 路 /rpr4戸 ″ Jrra防 ●

Υゥドポロギウ F―btrefヵ r●瘤つ′触た ● 帰化種

メムカシヨモギ q崩

『
つ切 ●41p,ュ

"fわ
0 掃化種

ルヽジオン FPFepp p/11/E」 ●/pbお v● ● 掃 化粗

わントウヨメナ rarrpen,ク ,,7JD7● ″ぅけ, ●

ョウヤボウキ P●V● F″滴
"0

●

フキ P●ヵs,おs)″ m/● 79 ●

セイタカアワダチソE S●/1JaF● 渤膳
'十

韓a ● 帰 化種

ヒメジョオン swDっ rrf Fpr77● 0 ● 帰化種

オオオナモミ ね pr/vvp虫をね防ι崩● ● 帰化種

オニ独P巧色 rpttgiaヵ 勲ィω ●

ホウチャクソウ 9,s,9Prll,,s,″o 0 0

188 ユけ コバギポウシ v●●rt,rab● /t/rr r/4み OrFJra ● 0 D

ヤマユリ L″り,コ切鬱rvp 0 0

''予
井 ″ 9"力rrj9pF●

'ッ
● ●

ユ1' ナルコユリ 助唸p"抽″ rp/●.肋 ●

7 ユリ ワニグチソウ
p9/7Fpttrtyp力 ●duばこ切

"
● B

サ,レ トリイバう 筋 ″βだoAぼ ● ●

タチシオデ S″′7"ヵrppp】
"

●

ヤマノイモ ヤマノイモ 9raFα凛順́ 即
'"

● ●

ヤマノイモ オニドコロ 9r9●●preF ratttψ ● ●

「ヤメ キショウプ Prf ps,7誇●●Ps 0 幾魅種

′ュ,サ ツユクサ 8韓膵 ti強 ∽ 切″ツ
'′

, ●

ンュクサ ヤ央 ョウガ Eb//ra力 勲 7′

"
●

Tネ ヨ′`ンソウ grra rparypa ● 帰 lL種

Tネ イヌムギ ヨp″″oω b●A'CPS ● 帰 化種

イネ ジュズダマ CdX/49ツ″産フううデ ● 帰 化 種

Tネ メヒシ′ヽ Diri協オ,つr/1PPs ●

rネ イヌピエ 百oか力主λ働
"/p4●

vs ra//1 ●

イネ オヒシ′ヽ fr●

“

r7J● ″弦″0む ●

イネ カゼクサ frpFp●お rerrtrFrp9a ●

イネ オギ Vrf″洵brrs sBo9ウ
“
PF/●難s ●

イネ ススキ 材 ,衡加 ぉ
`In●

ぉ た ●

イネ ケテデミザサ 99/rf,預 rvF vZv/ptFp/1vs ● ●

イネ コ手ギミザサ 弾 ■iSm●PvJ IP/1」 V/prrFp方 レ,ッぉァプ
ppppr● Ps ●

イネ チカラシバ れ つ,た prv/7,/●p●●vrDrJ●,′ ρ勤″切管♂ 0

イネ マダケ 9ルれた力み bittuSつ メお∫ ● ● 栽姑種

イネ アズマネザサ らヽ鵡 a。 ″す訪″ゆ ● 0

イネ スズメノカタピラ Ppr,″四 ●

fネ イテゴツナギ 帰 4効
"r7/●

ぬ 0

Tネ キンエノコロ SDおれ ,Vrpr774 ●

ヤン ンュロ 力4"Fpryp● デ ● ● 裁 携 種
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表V-3-2(4)折立地区で確認された植物種一覧

No_ 科 卑 R」 RC 借 者

トイモ マムングサ qv..効 ..prvrp ● ●

レトイモ ランマツウ 窃 訪 97● 勝v務9Ppy sap″ 磨ε力加 , ●

20C ,トイモ ス : 」シヤク 物,"Й rfp4榜

201 ヤツリイ ナキリスゲ 働 ″χ/●2rB ●

ねヤツリゲサ
'ツリ a/Parrd μりぅ。sus ●

20〔 'ツリ ヨゴメガヤツリ 蝕 ″ ″J施

bヤツリク
・
サ Lンツ」 局効う

'ギ
ン階〕ι力ο比

"脂
●

20C /4ウカ
‐

ミョウ 豹 訂傷′
",p 0

ラン 千ンラン 駒

"身"肋
erF隠●歳 VU D

207 ァン ササ′ヽギンラン 効 ♭
'瘤

あ昭ん癒θrefrB ● C
テシ ″ュンラン 鋤 満 統 ″ ″ o商 ● ●

コつうシ と力ZげたP7erp,コ D

＼ 20g

注1)R」 :環境省(2000)の植物版レッドデーターブックのカテゴリー

CR+EN:絶 滋危惧 I類
CR:絶滅危惧 IA類

EN:絶 滅危倶 IB類
VU:絶減危惧 I類

NT:準絶減危惧

注2)RC:千葉県レッドデーターブックー植物編―(1999)のカテゴリー

X消息不明・絶減生物
A最重要保護生物
B重要保産生物
C要保腹生物
D一般保護生物
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表V-3-3折立地区で確認された植物種一覧

注 1)R」 :環境省 (2000)の植物版レッドデーターブックのカテゴリー

CR+EN:絶滅危惧 I類

1罫 :1浄与::::愚
VU:絶滅危惧Ⅱ類

NT:準絶滅危惧

注2)RC:千葉県レッドデーターブックー植物編―(1999)のカテゴリー

1消息不明色絶減生物

最重要保護生物
I重要保護生物

要保護生物

一般保護生物

No. 科 名 種  名 学 名 R」 RC 春季 秋季 備 考

メシタ
゛

サトメンダ 刀とんガ ytt ty9/tOlli/DFrpp♂ A ●

2 モクレン コブシ 肋切印θ″多P/2θα,cだs'力β D ● ●

3 モチノキ ウメモドキ r/9/♂9rpと, C ● ●

4 ヤフ
・コウン

・ カラタチ′`ナ И朋

`,う

θ″ψ , D ●

5 ユリ コパギボウン v●●ra s′ bゎθX"ア f ttθ″b″歩 D ● ●

6 ユリ ワニグチソウ P9//Fpr7atV/Pん y9/1Pc/pど

"″
B 0

7 ラン キンラン Cepんaねβ肋9/a乃んβ協 VU D ●

8 ラン ササバギンラン 99P/Pa/ap肋9/B ioASbttθ r9a誇 C ●

9 ラン シュンラン 肖ぶ 朋b阿 ,3ringt〔 ic 0 ●

10 ラン コクラン とん2//s βarypsp D ● ●

6科 10種 10種 2 9 8 7
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4.神々廻地区

白井市における神々廻地区の位置は,図 V-4-11こ示すとおりである。

図V一牛1神々廻地区の位置図

1)土地利用調査

ネ申々 廻地区における土地利用状況については,図 V-4-2に示すとおりである。弁天池のある

神々廻町民の森では,谷底湿地にハンノキ林が分布し,周辺の斜面及び台地にはスギ・ヒノキ

植林,コナラ,イ ヌシデによる落葉広葉樹林が広い範囲で分布 し,シラカシ,ス ダジイの常緑

樹林及び混交林は,局所的に分布していた。その他には,果樹園,草地 (二次草原・人工草地),

畑地がモザイク状に分布 していた,自井運動公園付近に見られる草地は,シバによる人工草地

である。

各土地利用の面積及び面積率については,表V-4-1に示す。その結果,樹木は,スギ・ヒノ

キ植林が 206,983m2(面積率 24,92%)と 全体の約 1/4を 占め,落葉広葉樹林が 147,575m2(面

積率 17.76%)と 全体の 1/5近 くを占めていた。車地は,台地上に分布する陸域性の車本植物が

84,054m2(面積率 10.12%)を 占めていたが,草地 (低地)の湿生植物群落及びヨシ・マコモ

などの水生植物群落の面積は極めて小さかつた。その他には,果樹園の面積が 148,514m2(面

積率 17.88%),人工構造物が 136,012m2(面積率 16.37%)と それぞれ全体の約 1/5近 くを占

める範囲で確認された。
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表V-4-1神々廻地区における土地利用区分面積(m2)及び面積率(%)

土地利用区分 面積(m2) 面積率(%)

常緑広葉樹林

混交林

落葉広葉樹林

ハンノキ林

スギaヒノキ植林

竹林

水生植物群落

草地 (低地)

車地 (台地上 )

畑地

果樹園

裸地 (造成地 )

人工構造物

開放水面

合  計 830,709 190.0

11,234

21,240

147,575

7:744

206,983

8.562

942

3,607

84,054

37,395

148,514

13,410

136,012

3,437

1.35

2.56

17.76

0.93

24.92

1.03

0.11

0.43

10,12

4.50

17.88

1.61

16.37

0.41
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2)植物相 (フロラ)調査

神々廻地区で確認された植物相一覧を表V-4-2(1)～ (4)イこ示す。確認種数については,全
体で 77科 239種であつた。環境別の確認種数については,湿地 (谷津の谷底環境)及び樹林

地では 74科 205種が確認された。季節別では,春季で 101種 ,夏季で 105種,秋季で ■4種

が確認された。樹林地は,スギ・ヒノキ植林が大部分を占め,コ ナラ,ク ヌギ,イ ヌンデなど

の落葉樹林が局所的に確認された。スギ・ヒノキ植林の林床では,ベニシダ,イ ノデ,ハ リガ

ネフラビ,イ ヌワラビなどのシダ類,アオキ,ヤツデ,キジタ,ホ ウチャクノウ,ジャノヒゲ

などが多く確認され,落葉樹林の林床では,アズマネザサ,カ タバミ, ミズヒキ,ナワシロイ

チゴなどが確認された。湿地はハンノキが大部分を占め,ハンノキの林床では,カサスゲ,ハ
ングショウがパッチ上で確認された。

草地では,35科 79種が確認され,季節別では,夏季で 55種,秋季で 49種が確認された.

植物種の確認状況については,フ ラビ,キジムシロ,ワ レモコウ,ツ リガネニンジン,シラヤ

マギク,ナンテンハギ,ヒ ヨドヅバナ,チガヤなどの二次草原に生育する草原性植物種が占め

ていた。

3)確認された希少植物

神々廻地区における希少植物 (環境省 (2005),千葉県 (1999)レ ッドデータブック掲載種)

の確認種一覧を表V-4-3に ,確認位置を図V-4-3に示す。全体では 13科 16種が確認された。

その内訳としては,オニグルミ (千葉県 D)が谷底湿地,ク マシデ (千葉県 D)が林縁部,コ
ブシ (千葉県 D),イ ヌザクラ (千葉県 D),キ ンラン (環境省 VU,千葉県 D),ササバギンラン

(千葉県 C),シュンラン (環境省 Ic)が林床で確認された。一方,草地では,アマナ (千葉

県 C),レンジゾウ (千葉県 D),タ チフウロ (千葉県 D),ノ ジ トラノオ (環境省 EN,千葉県 C),

スズサイコ (環境省 VU,千葉県 D),ナ ミキノウ (千葉県 C),オミナエシ (千葉県 C),カセン

ノウ (千葉県 D),ジュウニヒトエ (千葉県 D)が確認 された,なお,図V-4-3希 少植物確

認位置図はこれらの植物保護上略した
`
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表V-4-2(1)神 廻々地区で確認された植物種一覧

科  名 種  名 学 名
樹林地・湿地 草地環境

R」 RC 備  考
碁季 夏拳 秋 峯 口 季 秋 基

I Kギナ ● ●

rヌスギナ 珈お,trp paん。
"

0
と'シマイ ビンマイ 2F― JryIPa● Pa ● ● ● ●

ltl・アインカク・マ フラビ ● 0 , ● ●

「シダ ヤフツチツ ●

「シダ ニヽラす 拗 贈 お 藝
" ● ● ●

「シダ イメデ LP/●め加
"別

ヵり荊留堕 0
ゾンダ 助 噂 國胸噌P― fJP'V/1Sstt「 ●

:メシメ リヽガネワラビ お勒
'/f力

,前″ ●

rヌワラビ ● ●

1 1レ″
=ロ

ハイヌワラビ 1駒廟
`翻

潮 ●

1 tレダ ホソバンケンダ
"嗣

″′ ● 0

1 スギ ● ● ● 歳増種
lJ

=ノ
キ ● 栽崎狙

|ニグルミ VPFr●門 gryanttIゎ

“
= ● 0 ●

,PI・′キ ンヽノキ お施 jり崩θg ● ●

)マ シギ θg″
“
T四 7●Pa●

j"
● ● ●

1 Ⅲサ1‐ノキ rヌンデ aψヵwu●9助
"蒼

″, ● ● ●

1 ● ● 栽靖種
rカガン bpr rFp● ●

ア汁 クスギ Parcre● ●●●sr"" ● ● ● ●

,汁 ンラカン 7-4「 ― /B 式゙と ● ● ●

ヨサ
ポ
ラ ● ● 0 ●

し クノキ ● ● ●

■
=ノ

キ I卿 舒Sf― r.yV 0 ●

メヨウゾ 1伽潜 s妍ね たコ 燃 ′ ● 0
ヨウゾ IBAXrf● V●●【鶴 イpap7PFe層 ●

世と

"
辞蕊 嗚 /rpaPrFrr ● ● 0

rラクサ ヤフマオ lβ
pppray・ Pp河

"yar/wFVFPrfa
0

rラクサ |コアカツ |,p・o4・
=,ica体 ●

|ミズ lrT/DI脂脳 , ● ●

け,サ |イン サ vnc● ●

Iミズヒキ ●

Iイヌタデ /1V● FrJ9L 0

Iインミカワ |んrr―D胸肋
"

●

Iアキノウナギツカミ JrpD朋 ●

Iミ >】サベ
"ザ

0 ●

Iア レチギシギシ IF_Y ● 婦化種

ギンギシ F―X)剪 髯 0

,シヨ |ミミナグサ θ訂

“

JPa/pr9spref И″ .TISrrFp/Plp ●
・
シヨ |ツメクサ 翻 噌yppatca ●

予
・
シヨ ノミノフスマ 帥

=イ=●
に,“ 確ぇE趨ar● ●

|ヒ カゲイノヨズチ 力pしを
"hば

嚇 y●/′り
"膠・

0
ヨブン VaFVt ● ● ● D

ツデサ サネカズラ ● ●

ス′キ ヤマヨウバン 1/― ry●堕 ● ● ●

タジノキ 賂 前 嘴 VHDv ● ●

ンロダモ a ●

シホリ,・ センエンツウ 旬翻 財 ,"漱 ″
" ● ● ●

ンホ
・
ウケ・ ケキツネノボタン PIn― P/t19口 w7働

'"●
lg ●

シホ・ウ
'

キカラマツ 胸 イ破 ヵ
"潜

わtr ytr時藤 errvT 0 ● ● ●

ギ =幅 `婉 TJJ 0 ●

ナンテン Ч〕詢呼 y●7●●ria 0 ● 親皓種
アケビ lIBbla Tvp● ● ● ● ●

ミツ′ヽアケビ 1貴胡 1筋廟は," ● 0 0
・クダミ ドクダミ ● ● ● ● ●
・
クダミ 、シ亨坊 ウ 驚

““

り,D助″西 た 0
!yカウ フタリシズカ ●

ヤチンバキ 脇 ル7「PpprFr ●

サカキ 肪 yen9ir, ● 0
011り I

=サ
カキ ● ● ●

キヽ
・
ザソウ トギリツウ ●

03十二〆,) | らキネガ″    ト狩励 ″肪韓d硝1。       | ０

一
帰化種

ウツギ ●

クサボケ yrpa7Fa ●
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表V-4-2(2)神 廻々地区で確認された植物種―覚

No 科  名 種 名 学 名
樹林地・漫地 車地環境

R」 RC 備  考
春 曇 口 基 激 垂 コ 垂 秋季

ドケ つL―H●●=瀬偶, 0 載増種

G ヘビイチゴ
'a●

7Janh 0
一

， 鬱 ヘビイ子ゴ 職 脳 ″ ●
一

， 辛ジムシロ
―

y/● trTrv7pF ver pt17 ● ●

ミツバツタ リ 勁 L erana ●

7 イヌザクラ ね鰤 D「E●T●w ● ● ●

ウワミズザクラ 珈 Fay●rl● ●

X ′イバラ 帝 rW● j7at 0 0 ● ●

7
』

， Fリハノイ′くう ●

"ガ

バモミジイテゴ 聰 四 脚 盛 ●

トワシロイチゴ Thr PrVp//rr 0 ● ● ●
」

， ワレモヨウ 的げ
""鵡

d�亀 ● 0 ●

ネムノキ t/bfyB麟舗、これ ●

フジカンフウ :●TharF ●

メ Rス ビトハギ め ,9JPば切)ウИ∽ ● ● ●

メ ]マツナギ PsRVoDE●●● ● ●

メ レシリツウ lrtry「

“

● ● C
メドハギ 0
マルバ′Ⅲギ C/rDDD/● ● ● ●

ミヤコグサ ね ― IV●
"四

ryIPav●rt 0

マメ クズ 転 勲 力 腕 0
″:アラ

"Terff9T
●

代ラサキツメクサ 醐
`節

prlt-9
● 帰化種

bスマグサ ″前,mtP_ ●

メ オンテンハギ /ra 9it● 0 ● ●

9 アジ 隆 b力 ね ね伽 お ● ● ● ●

力聘簿ヽ
・
ミ カタン`ミ 鈴 Vry ttcuれ 0 0 ● ●

931,ウ ロツウ タチフウロ I的わ 臨簡 ● ●

,ウ IIツウ Iゲンノカ ウョ 1的 防 脳 町 ″ ●

951ト ウダイク・サ Iエノキグサ Й∝ぅ山 rtrunPrJ ● ●

901ト ウダイク・サ |オオニシキッウ I輛 1.naryn ● 0 帰化種

97トウダ4メサ Iタカトウダイ 1卿  

「

r‐
・

Jf ●

9,トウダイクサ |アカメガシワ IV・ 7/mty・Pavar 0
991ト ウダイク

・
サ 1翡 効 )柳 側 η ●

1001ミカ∠ サンカ ウ iZ・
D

"
● 0

)ルシ ヌルデ IPAT力四山 yV燃珈 ″ ●

ヤマウ)レシ lm41筋ゆ 0
E17キ Iイスツゲ IPcx・― ● ● 0
ウキキ |ツルウメモドキ 1翻w蜂 弾 ● 0 ●

増 コマユミ fto9_● /● EI′ 枡 的 s ● 0
1001ウ掛 '

|マユミ 0

107ト ンゞウクキ・ ゴンズイ B四

"
●

1081ツ ケ
・
__ ツゲ 】鰤ぃ ptH43/b“ぇy●p97/●● 0

1091デドウ ノジドウ bBrTrf rtprra.IIB「 ん卿 ● 0 ● ●

1101メ ト・ウ キレハノブドウ
-9Fs ty.wal●

′ダ,コИ前‖懸 0 0

ヤブガラン 卯 卵 ●

11 ツタ L― r・「rg"ιⅢ″議
"

● ● 0

11 エビジル 7rtrB Farpra tt rDP“ ● ●

フヨウ V'`cIH ptttlyrD ●

夕

'ノ

ボスミレ 崩 r― fttr ●

/マチヤヅ,レ C―
― 柳 ● ●

アレチウリ 駒 四 ●IItVanB 0 掃化種

カラスウリ 駒 41F●― 口距
",,働

a

'れ、・ナ ミズタマツウ 働阿
"昴

】″七 ● ●

74A'ナ Xマ ツヨイグサ
"前

, 0 ● 掃化種

1211, �、・ナ ョ守ツヨイグサ 0 錦化種

7tキ ,wln" ● ●

1231ミス'| ミズキ ,DnЛ

“
「

―

● ●

1241ミ ス・キ ナヽイカダ 鯛

"Tpmil・

B ●

12SIウ ]キ ' |カウヨギ rVB992●■t ●

120的■'

'ラ

ノキ IE/1● V●● 0 0
1271り 学

・
やノデ 町Ⅲr.ytp・7a ● ● 級塔種

12引舛・  | 羊ヅタ ● ● ●

1291ウ華 'ヽリギリ 卯 /・tt ● 0
1301セ ′ダケ 嚇 れ 傷 肪 0 ●
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表V…牛2(3)神 廻々地区で確認された椎物種一覧

No 科  名 種  名 学 名
樹林地・湿地 車地環境

R」 RC 備  考
春季 r姦 秋 暴 夏季 秋 季

●

1ノチドメ 4nap"碑っ助 ●

I材チドメ 々胸
"わ

r● ●

チドメグサ 崎
"h″

aVと ,bれ助 わたιs ●

セリ ●

ヤブジラミ r.vf貴″nt. ●

ヤフ・ョウン マンリョウ 勺」れbo日,″ ● ●

ヤブョウジ qR/W力切 勝 ●

サクラツウ ′ジ鬱 フオ ち臓 脂ね
"″

み ● VU

オカトラノオ と〕嚇 0

コツキ 百 ノキ 腕 み ● ●

けワフタギ F_b●Af o″″詢Gr力曽 ● ● ● 0 ●

モ

'tイ

ネズミモチ 熱 刊4師 C切 ● ●

トウネズミモチ ″赫 ● ● 栽塔種

モ

'tイ

イボタノキ れ れ ″
"初

力 糊 脇 ● ● ●

モクセイ
=イ

ラギ 8-3脇 ●p977k● ● ●

力
す
がイモ 入ズサイコ 筋 卿 物

"匹"trmm
● C

力〕げイモ ガガイモ 呻 力珈 れ ●

ヤエムグラ 賄膨″鉤 V70・ /Pw7osp●PImp ●

洵 ネ ヘクソカズラ pp●
J●rt″御お″ ● ● ●

アカネ 鵬 浄arDT ●

▲うサ| 午ュウリグサ 狛 即 ,蒟 ″ わ じ馘V占 ●

ムラサキシキフ 朗 脳 呼 力 拗 椅 ● ●

タマツツ
・
う ヤブムラサキ

"誠
● ●

""・
う クサギ 働 脚颯

",w"筋
ιttronり ″ ● ●

〃 ジュウエヒトエ 41u n加●Arf ●

トトケノザ ,コ

"滋
わ ●

〃
=メ

ジソ h/「 』
"加

, ● ●

"
クツポグサ 臨閣巌 脚佛お 的防コれ

"
●

〃 7キノタムラツウ 醜臨 打翔 �孵 ● ●

〃 ンツナミツウ %雄 れ�
"

●

〃 ナミキソウ 岳

",瘤
艤 ●

】
・
マ′Pヽク

・
サ 材 イヌノフグリ ぬ切持,″脚碕 ● 帰化種

キツネ′マ]・ ヤツネノマゴ ねとを,管師防暦 ● ●

エヽドクソウ 助 伽 れけ々●●p.“丘勝 ● ● ●

κイカス・ラ クダイスカグラ !●T""崩 残 Jtt MbE ● ●

Rイカズラ !Dmと aを 1 ● ●

Kイカス, ニワトコ 珈 rぃ r●●‐●●
～
,●Pb●/nP ● ●

げマズミ 陽
""潔

防 trD ● ● ●

Ⅲミナエン オミナエン 剪
`姫

繊 ●

キキヨウ ツリガネニンジン 的 潮 "瑕 猫 yvr爵離 , ● ● ●

ヨモギ 蟻 とい蝉 ● ● ●

アメリカセンダング 恥 加 ● ● 帰化種

ノアザミ 矛o崩ね
"議

節 ● ●

アメリカオニアザミ ‰ 赫 ″伽 ● ● 掃化種

ルヽジオン 珈げ切,力出報ね防tr● ● 婦化程

=ヨ
ドリ′ヽナ 蜘 力

"・・
・ 庄 鉤 肪 ●

"セ

ンソウ わtr4翻脇 鷹 ぉれ

"
● ● C

材 ジシ′馬リ rlた

"ぬ
●

ニガナ 廟詩 わ浦″ ●

ンポシヤ:J !脱 と,を満 ●

ョウヤポウキ 助 ft ● ●

ヨウプリナ 帝港 房中 転 艦 四lπ府加 s●●rf ● ● ●

セイタカアワダチツ 影出 ゅ 加 れ ● ● ● ● 掃化種

=メ
ジョオン 薄〕wtt w-3 ● 帰化種

オナモミ 的輸 砺

"″
● VU

llJ トウチャクソウ
'fい

腱 0 ● ●

テゴユリ 効 S満 腸 ●

封バギボウシ ratrr..b9vだ 崩 繊 ● ●

ヤマユリ 1譲加 翻 ″ 師 ● ● ●

ジャノヒゲ め 力勲売rr ● ● ● ●

アマドコロ ,oねを,初 Иtt ν助働 ● ●

オモト 794‐膀 殖 ● ● 栽烙種

ツサレボ %h foわ Z●f ● ●

サルトリイバラ 箭 撤
"れ

● ● ● ●
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表V-4-2(4)神 廻々地区で確認された檀物程一覧

No 科  名 種 名 学 名
樹林地・涅地 草地環境

R」 RC 備  考
患 塁 夏季 秋季 夏季 枚季

7マナ i雌 ,捌b ● C

,マノイモ ヤマノイモ 卿
" ● ●

!マノイモ Ⅲニドコロ 力

“

●Trr rrltprD ● ● ●

ヤン日ウフ Tr″B14●wB ● ● 栽増種

r,号 rarrr.nt“ yr barrVa ●

ψ・サ Kズメノヤリ I廟,単 rl ●

′ユ,サ ′ユクサ 傷″π醐

“

膊
"b

● ●

ダシ′ヽ 埒″珈う朝 をれhL 0

rヌムギ ,輛い
― ・

W ● 掃化種

14 カモガヤ 9POrig r―● ● 帰化種

メヒシン` 雅筋 |●Fyr● /B 0
14

=ワ
ホョリ ね口田

"凧
力
""歩

●

'シ

ノケグサ 帝 ar● 棚

"
●

r4 ボヽシガラ FeFa/a″

"
●

'シ

ノシッペイ
―

P Si腑∝ ●

訪 ヤ 切
"孵

IP切脇樹 釘‐ 胸 ″ ●

トズミムギ 1っM閉″
"め ● 1尋イと種

1 ナギ lrrj∞ 棚

“

,,∞加 施 0 ●

ススキ Irrgcrang,/_た ● ● 0

ケ;"rミザサ BV● 閉朝時 ●

Rカキビ 珈強 師 脇 vr― ●

″サヨン 関 e仰 朝 ィv" ● ●

ヨシ ―
rr.f arrprB ●

ψ ソウテウ 粉 拗 ″ pttF,Vlp ● 穀増種

″ズマネザサ 町�寇おFtt 9財 ω ● ● ● ● ●

Kズメノカタビラ 時 ●Pw ●

ウシタサ ″htyrp/rm ●

=ノ
コログサ ●

マヨモ 臨 議 VV91Pa ● ●

=ニ
シバ 独

"f●
"TOratt" 0

ンュロ ra効町 匹 Fm_ ● 幾塔種

'ト

イモ らラスピシャク 糊 ," ●

=メ
ガマ rIP arrF翻 | ● ●

i7 げマ 独 rvv4 ●

||フリクサ リサスゲ ら は 萬

"
●

狩ワlj9サ テキリスゲ 励 臓 ●

呻クリクサ テンツキ 肋湖 b4/rrF rn― 0

′ョげ ミ日ウガ ψ 礎
・ 0 栽増種

′ョウ汀 カ ウガ ZytrDer ● 歳略種

レ ヤンラン ol●rP― F●Pa歯 ● VU

レサバギレ″ 的 膊,m胸 ,た爾 防 xan 0 C

シュンラン 助 潮 胡印 ″ 渤 V ● ●

ケガミラン 卿 れ研Arppprv.m′ wf●前師g, ●

トジ′〔ナ 勁 肋

“
「

痢 口b町 ●pprl● 0 ●

＼ 77再 239種 239種 4

注1)R」 :環境告(2000)の強物廠レッドT‐● ―プックのカテゴリー

W顆

|ユ簿1露
1正 懸

出

産2)RC:千 葉県レッドデ‐ 一チンクー檀物編―(1999)の カテゴリー

協
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表V-4-3神 電々地区で確認された希少植物

No 科  名 種 名 学   名 R」 RC 備  考
暮筆 r曇 秋祭 コ筆 秋峯

,Jbミ オニケ,しこ yvv.P..lrarf開 ら胎 D
，

Ｔッヽマ 的,胸,デψ●TJ●● D ● ● ●

ョブシ ypFpil・ p孵,∞。is,迎″, D ● ● ●

イヌザクラ 晦 AryqWBPa D ● ● ●

ノンリツウ し訪ν″o例1印
"avfvs

D ●

,今ロリウ ヮウロ 働 w肪 脇 ヵ所 D ● ●

ナウラリウ ′ラト弓ノオ ty,rpattaか れり
`r●

●●● FN ● ●

''力

・イモ 入ズサイコ 跡 翔 物″弾ド撤 h助 VU D ●

均―lrk笠 げ町誇″ヵψttβ ls D ●

ナミキソウ MtyIBI● ,誘d横
“
a C ●

|ミすエシ Ⅲミナエシ %,肺ねすo添osと,肋佑 ●

|'シリウ 疵ね sdid囃 碕
「

,すとtil・4 D ● ●

7マナ 助 測財 s C ●

単 ′`囁｀ χガ川〕,陥韓Fay..と VU D ●

V・サバギレラン 名訪
'勒

跡帥 J●lpr4●tearB C ●

1 ラ,ラうl 羽 赫 F● lrilFfP ● ●

＼ 13科 16種 16種 4
4 5 4

注1)R」 :環境省(2000)の描物版レッドデ導 ―)ックの汗 ゴリー

注2)RC:千葉県レッドデ■ ―プックー橘物編―(1999)の 汗 ゴリー
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4)まとめ【保全H再生対策 】

神々廻町民の森は,谷津を自然公園にしたものであり,谷底部ではハンノキ林が分布してい

た,谷底都に分布するハンノキ林は,谷津の原始の自然環境であり,こ のような環境は,現在 ,

自井市内では極めて少ない。配I,Yo et al(2004)は ,地下水位の変動が激 しいことはハンノキ

の成長を阻害する要因の一つであると報告している,よ つて,ハンノキ林を維持するためには,

生育地の地下水位を一定に保ち,水位変動の狭い環境を維持しておく必要がある。このことか

ら,ハンノキ林の保全赳策としては,谷津斜面及び丘稜地の樹林地を保全 。再生することで,

湧水の湧出を維持し,枯渇させない対策が必要である.

一方,谷津斜面及び台地上の樹林地には,キンラン,コ ブシ,シュンラン,ササバギンラン

が多く確認 され,林縁部においては,ク マシデが確認された。これらの種は,比較的日照条件

の良好な環境に生育することから,林床においては,アズマネザサが密集しないための定期的

な刈 り取り作業 (ア ズマネザサが繁茂する時期の8月 ～9月 頃)を行う必要がある。

半自然草原では,アマナ,レンリノウ,タ チフウロ,ノ ジ トラノオ,スズサイコ,オ ミナエ

ン,カセンノウが確認された。特に,レンリノウは所々で多く確認され,タ チフウロは秋季に

なると草地一面に分布 していた。また,アマナ,スズサイコ,ノ ジトラノオは,白井市内では

極めて稀である。これらの種は,草原性植物として判別され (奥田 1997),かつて馬の放牧地

(印西牧)と して利用されていた頃に生育していたと推察される。これにより,半自然草原は,

この地域の歴史的自然環境として保全する必要があり,そのための早急な対策が必要とされる。

この草原は,現在,所有者により年に 3～4回程度の草刈り管理が行われていると推察され ,

上記の希少植物種を消滅させないためにも,現在の刈 り取り管理を行 う必要がある。また,こ

の半自然草原の一部にアメリカオニアザミが繁殖していたことから,今後,繁殖域を広げない

ためにも,刈 り取り及び抜根による除去紺策が必要である。

引用文献

1)奥田重俊,1997.生育環境別日本野生植物館.小学館,東京 .

2)リ バーフロント整備センター編,1996。 川の生物図典.山海堂,東京 .

3)YUN LEI and KEIICHI OHNO, 2004,  Ecological studies on Japanese alder (Alnus japonica)

forests in Southern Kanto Plain, Central」 apan― Syntaxonomy and correlation between

the growth traits of several vegetation units and ground water. Hikobia 14:197-210,
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5.平塚地区

白井市における平塚地区の位置は,図 V-5-1に示すとおりである。

図V-5-1平塚地区の位置図

1)土地利用調査

平塚地区の小森城址及びその周辺における土地利用区分図を図V-5-2に示す。小森城址の東

側は水田地帯,西側は工業団地が広がり,その他には,果樹園,畑地が確認された。小森城址

は,樹林地で占められており,その大部分がスギ 。ヒノキ植林であつた。また,コ ナラ,イ ヌ

シデ等の落葉広葉樹林,混交林,シダジイ,シラカシなどの常緑広葉樹林の分布も確認された

が,ス ギ・ヒノキ植林の中にパッチ上に形成されていた。

各土地利用の面積及び面積率については表V-5-1に示す。その結果,樹木はスギ・ヒノキ植

林が 66,391m2(面積率 21.0%)と 全体の約 1/5を 占め,混交林が 6,619m2(面積率 2,09%),

落葉広葉樹林が 10,788m2(面積率 3.41%),常緑広葉樹林が 2,147m2(0.68%)で あつた。草

地は台地上に分布する陸域性の車本植物が 9,260m2(面積率 2.98%)と 比較的小さかった。そ

の他には,果樹園の面積が 8,914m2(面積率 2,82%),人工構造物が 182,826m2(面積率 57.83%)

であった,

表V-5-1平塚地区(小森城址)の土地利用面積(m2).面積率(%)
土地和1用区分 面積(m2) 面積率(%)

常緑広業樹林

混交林

落葉広業樹林

スギ・ヒノキ植林

竹林

車地 (台地上 )

畑地

果樹口

人工構造物

開放水面

2,147

6.619

10,788

66.391

10,335

9,260

16,771

8,914

132,826

2,085

0.68

2.09

3.41

21.0

3.27

2.98

5,30

2.82

57.83

0.66

平塚地区 (′ 1ヽ 森城趾)

合  計
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2)植物相 (フ ロラ)調査

平塚地区 (小森城址)で確認された植物相一覧を表 3(1)～ (6)に示す。確認種数については,

全体で 74科 198種であつた,季節別では夏季で 125種,秋季で 152種が確認された,

小森城址では,スギ・ヒノキ植林が大部分を占め,所々にコナラ,イヌシデなどの落葉樹林

が確認 された。スギ・ヒノキ植林,常緑広葉樹林の林床には,ゼンマイ,ベニンダ,イ ノデ ,

ミゾンダ,ハシゴシダ,イ ヌフラビなどのシダ類,アオキ,ヤンデ,キゾタ,ホ ウチャクノウ,

ジャノヒゲなどが多く確認され,落葉樹林の林床では,アズマネザサ,カ タバミ, ミズヒキ,

ナフシロイチゴなどが確認された。

3)確認された希少植物

平塚地区 (小森城址)における希少植物 (環境省 (2005),千葉県 (1999))の 確認種一覧を

表V-5-3に,確認位置を図V-5-3に示すが,本報告書ではこれらの種のため省いた。

希少植物は,全体で 6科 9種が確認された。その内訳としては,コプシ (千葉県 D),イ ヌザ

クラ (千葉県け,ウメモ ドキ (千葉県 C)が林内で,ス ギ・ヒノキ植林,落葉広葉樹の高木と

混生し,ツクバネ (千葉県 C),コバギボウシ (千葉県 D),キ ンラン (環境省 VU,千葉県 D),

シュンラン (環境省 Ic),クモキヅノウ(千葉県 C),コクラン(千葉県 D)が林床で確認された,

なお,図V-5-3では,コ ブシ,イヌザクラ,ウ メモ ドキ,ツ クパネを木本性希少植物,コバ

ギボツシ,ク モキリノウ,コ クランを林床性希少植物とした。
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表 V-5-2(1)平塚地区(Bヽ森城址)で確認された植物種一覧

No 科 名 種  名 学 名 春季 秋季 RJ RC 備考

1 クヽサ スギナ 三qwisetum aⅣ ense ●

すヽヤスリ フユノハナワラビ 〕o缶ychium tematum ● ●

ビンマイ ビンマイ Dsmunda iaDOniCa ● ●

4 v
・ヽアイレカク・マ フラビ 拍�dium aqu‖ inum vtt iadusculum ●

「ンダ ワ ツテツ 〕yrtomium fottnei ●

「シダ ベニシダ eぃnhrOs6ra ● ●

7 Ⅲンダ クマワラビ DrvoDtenS tacera ●

「ンダ オクマワラビ Dryoptetts unFormis ●

「シダ イノデ DOivstichum oolvbleDhattm ●

1 ヒメンダ ミゾシダ 説egnogramma pozoi ssp moⅢ ssima ● ●

11 ヒメシダ ハシゴシダ Thelypte‖ s」andu‖gera ●

1 |メ シダ ヒメンダ 「 helyptetts palustrls ●

1 イヌワラビ 吐hyttum niponicum ● ●

1 メンタ
・

ンケチンダ 3omopteris decunenti― ala協 ●

I ドンダ hソバンケンダ )eDatta Con‖ ii ● ●

1 ),ホ
・
シ ′キシノプ _edsorus thunberPianus ● ●

1 アカマツ 引nus denslRora ● ●

クロマツ Pinus thunberJi ● ●

えキ・ スギ CrVDtOmerta iaDOniCa ● ● 栽培種

:ノキ ヒノキ 9hamaecy,atts obulsa ● ● 栽皓種

力′ヽ
・
ノキ イヌシデ CarDinuS tschonosk� ● ●

ル・ヽ′キ ツノハシバミ 9orylus sieboidana ●

スダジイ CasttnoDSiS CusDidata var sieboictti ● ●

ダナ アカガシ βuercus acu色 ● ●

ア効 シ auercus giauca ● ●

ダナ ン功 シ auercus myrsinaefolia ● ●

ダナ ヨナラ Dttercus serata ● ●

) ムクノキ Dヽhananthe aspera ● ●

ウ エノキ 3oitis sinensis var iaDOniCa ● ●

ウ ″ヤキ とolkova serata ● ●

=メ
コウゾ ]roussonetia kazinoki ● ●

クワクサ :試oua �Hosa ●

カナムグラ ●

マケワ Morus alba ● 栽培種

ヤマグワ Morus austraFs ● 幾皓種

イラクサ 繊 オ 3ochme� a iaDOniCa vaL IOntisDiCa ●

げヤクダン ツクパネ ]ucklova lanceoiata ● ● C

'子

・ ミズヒキ 蝸tenoron ttlifon■ o ● ●

肝
・

レクカ デ DerSiOaria conspicua ●

肝
・ イヌタデ DerSiCatta lonJsota ●

ヤマゴホ
・
ウ ヨウシュヤマゴボウ 3hvtOlacca arnettcana ● 帰化程

舛テ
・
ショ オランダミミナグサ 〕erasdun glomeratum ● 帰化種

ドrショ ウシハコペ Ste‖ atta aquadca ● ●

助サ
・

シロザ Chenopodium album ● 帰化種

:ユ ヒカゲイメコズチ Achyranthes bidentata var Japonica ●

ヒユ ヒナタイノヨズチ

“

hyranthes bidentata var.わ mentosa ●

モクレン ホオノキ Ⅵaビnolia hvっ oieuca ● ●

モクレン コプシ ⅥaPno‖a DraCCOcissima ● ●

マツフ
・
サ サネカズラ 臨ぬuraFaponica ●

″スノヰ ヤマコウバシ Jndera」 auca ● ●

"ス

ノキ ンロダモ Wooikβea settcea ● ●

ギ ヒイラギナンテン uahOnia,aponica ● ● 載皓種

ナンテン Wandina domcstica ● ● 歳魅糧

アケビ 欺eЫa qulnata ● ●

rヶと ミツ′ヽアケど 蠍etta trlfoliata ● ●

'ダ

ミ fクダミ →outtuvnia cordata ● ●

レリョウ
=ト

リンズカ 〕hioranthus Japonicus ●

ン鳴ウ フタリンズカ 〕hioranthus seratus ●

′′ヽ・キ サカキ 〕Iovera taDOniCa ● ●

′′ヽ'キ とサカキ _urya」 a,onica ● ●
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表 V-5-2(2)平塚地区(小森城址)で確認された植物種一覧

科 名 種  名 学 名 暮孝 秋 垂 R」 RC 備考

ンロボウエンゴサウ 3oryda"s decumbens 0
タケニグサ uacleaya cOrdata ●

ア7・ラナ ナズナ ,apse‖a bursta― pastoris ●

rフ'ラナ タネツケ′〔ナ 3ardamine 10xuosE ● ●

アフ
・
カ ミチタネツケバナ 〕ardamine hirsu協 ● 帰化種

アフ',ナ ケオ′ヽタネツケ′ヽナ 〕ardamine scu協協 ●

アフ
・

,ナ イヌガラシ RoH,pa indica ●

ユキ′ンタ ユキノンタ 説xi,aga stolonifo確 ● 栽培種
4'ラ キシミズヒキ 峰nmOn愴 」apOnお B ●

十ヘピイテゴ
'OtenR4‖

a Sundaica var robus色 ●

イヌザクラ )runus buettenana
● D

ヽフ ヤマザクラ )runus,ama8棧 ku確 ●

ノイ′ヽラ ROsa mけ Mlora ●

オガ′ヽモミジイチゴ 酌bus palmatlls ●

とミジイチゴ Rubus palmatls var,coptoDhVlttS ● ●

導 ヤプマメ 賄中hiCarpaea bracteeatt var Ja,onica ●

ヌスピトハギ 〕esmodium pOdOcarpium ssp oxyphy‖ um ●

タンキリマメ 諭ynchosia volub‖ is ●

カラスノエンドウ nda seJum(環 )、 ヤハズエンドウ(正 ) ● 帰化種
フジ usteria司。�bunda ● ●

トウダイグサ アカメガンワ ‖aliotue Japonicus ● ●

けンショウ とanthoxylum pipenum ● ●

ウルシ ンタウ,レ シ Rhus ambigua ●

ヌJレデ 刊hus」avan,ca var roxburgII ●

ヤマウリレシ IRlus Schocarpa ●

研ノキ イヌツゲ

“

Iox crOnata ●

E'ノキ |モテノキ

“

lex httra ●

EJノキ ウメモドキ

“

にx sera協 ● C

:シキキ・ |ツルウメモドキ 静ettsMtt orЫ culttus ●

ヨンキキ |コマユミ IEuoh即nus alatus t c‖ iatO― dentattls ● ●

ニシ‡キ Iツリ′ヽナ IEuonvllnu§ oxvDh� luS ●

ニンキキ |マユミ にuonymus sbboluanu9 ●

=シ
キキ' カントウマユミ にuonymus sbbouanus var santtheus ● ●

ツ′ヽ・ウツキ ゴンズイ にuscaphお japontta ● ●

ツゲ Buxus mに roph』拒var.Ja,ontta ●

ア・ドウ ノプドウ IAmDeLDSに Ettndubsa vBL heteroDhuL ●

|ヤ功 ″ Cay湖』a japOnに a ● ●

|ツタ Parhenocissus tricuspidata ● ●

タチツポスミレ Ⅵola grypocems ●

10011 ツボスミレ Mola verecunda ●

アマチヤツル Gynosttmma penttph� 拍m ● ●

カラスウリ Tttchosanthes cucumeroides ●

1091i P力′ヽ
・
ナ チョウジタデ とuむwiria eSIobiottLs ●

|ス
・キ アオキ Aucuba japonica ● ●

1051i ミズキ 9omus controversa ●

|ス
・
キ ナヽイカダ 4oivvinHia iaDOniCa ● ●

1071! ,ョキ' オカウコギ cヽanthopanax nipponicu9 ● ●

1081f ,ヨキ ヤマウヨギ cヽantho,anax spinosus ●

,コ卒 タラノキ Ara“a ela協 ● ●

カクレミノ )enttopanax tr11由 s ●

頻ギ ヤツデ ・atsia Japonica ● ● 栽堵種
うヨ■・ 午ヅタ Jedera rhombea ● ●

ウ]キ
・

'ヽ
りJFり (atopanax DiCtuS ● ●

t,・ョウシ・ マンリョウ 呼OsIB crenata ● ●

tフ
・ヨウシ' ヤカ ウジ Ardistt japonねa ● ●

□
・
ノキ エゴノキ ユtyraxjaponお uo ● ●

′キ サワフタギ Symplocos chinensis i p‖ osa ● ●

Eクセイ ネズミモチ れushm japonお um ● ●

クセイ        | トウネズミモチ _igushm iucidum ● ● 栽培種
‐２〇

一 川
一

イポタノキ jgustrum obtl19ifolium
●
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表 V-5-2(3)平 塚地区(小森城址)で確認された植物種一覧

科 名 程  名 学 名 春季 秋季 R」 RC 備考

モクセイ
=イ

ラギ 〕smanthun heterophコlus ● ●

午ョウテクトウ テイカカズラ 「菌chelosDermum asiaucum t intermedum ●

れ'力
・
イモ げガイモ �ctaplexls Japonica ●

クヽツカズラ Daedetta scandbns ●

Aラサキ 竿ュウリグサ rngonOds pettnculaお s ●

'マ

ツク
・
ラ ムラサキシキジ aBll16att i ● ●

ヤブムラサキ 3al‖carDa mO‖ iS ●

bキドオン 31echoma hedeね Cea Van grand6 ●

トヽケノザ _amium am』 eXiCaule ●

=メ
オドリコツウ _amium purpureum ● 帰化種

絋
=ヨ

ドリジョウゴ 3oianum �ratum ●

イヌホオズキ 3olanum nigrum ●

1・マノハク
・
サ 十オイヌノフグリ rerOnlca perslca ● 掃化種

十ツネノマヨ
・

キツネノマゴ Jusdcia procumbens ●

エヽドクツウ エヽドクソウ Dhrvlha ttDtOS協 ohva ss,asttdca ●

|オ ′ヽ・ヨ 十オ′`コ 3tantatto aslaむ oa ●

Kイカス
・
ラ ウグイスカグラ _onicora FraC‖ iDeS VaL Elabra ●

Кイカス
・
う スイカズラ ぃonicera japonica ●

ニワトコ Sambuous ttcomosa ssp sieboldana ● ●

Rイカス
・
ラ がマズミ nbumum dttatatum ● ●

ォォブタクサ 賄お roSa � 由 ● 帰化種

ヨヨきヨF Artemlsta onnceDS ● ●

センダングサ 3iお ns bltemata ●

/メリカセンダングサ 〕idens frontbsa ● 帰化種

ダンドボロギク 三rechdたes hieraoTolia ● 掃化種

ハルジオン 訂reron ph‖ adelDhttuS ● 帰化種

=ヨ
ドリ′`ナ 三uDatD� um chinense var opposi軒0"um ●

アキノノゲシ Lactuca indica vaL intBCa ●

ホツバアキノノゲシ Lactuca indica t ind�sa ●

カンワバハグマ
'oHya robus協

● ●

ョウヤボウキ petta scandens ● ●

シュウフレツウ hynchospemum vettcittatum ●

セイタカアワダチツウ 】。ndagO aldssima ● 帰化種

セイヨウタンポポ raraxacum om● Inale ● 帰化種

カントウタンポポ araxacum platycarpum ●

キク オオオナモミ (anthium oociden協 Io ● 掃化種

キク オナモミ (anthivm strumattum ● VU

オニタビラコ ●

ホウチャクソウ )isoorum sess‖ e ● ●

チゴユリ )is,orum sm‖acinum ● ●

コバギボウシ losta siebold�  F lancfolia ● ● D

ヤマユリ 」‖けm aurattm ●

ヤプラン ●

ンヤノヒゲ 〕phiopogon japonicus ● ●

ナガバジヤノヒゲ 〕DhiODOrOn Ohw“ ●

ナルコユリ うo�どonatun falcatum ● ●

アマドコロ うolyttonatum odoratum var plunfiorum ●

リ オモト おhdcaJaponiCa ● ● 栽培程

リ サルトリイバラ 3m‖ax china ● ●

『マ′イモ ヤマノイモ 〕iostlorea labontca ●

7 「マノイモ オニドコロ 〕ioscorea tokoro ● ●

7 ツユクサ ツユクサ 3omme‖ na communis ●

7 ′ユクサ イボクサ 明urdannia keissak ●

メヒシバ 〕iゴtatta cnatts ●

7 イヌビエ 三chinochioa crus―galli ●

カゼクサ Eragrosus fenu8inea ●

7 ジ゙ョウツナギ alVa6na tSChvroneura ●

7 アシボソ uicrOsteEium �mincum vaL pOlystachyum ●

ススキ uisoanthus sinensis ●

ヨチデミザサ ЭЫにmenus un山拍dfOMus var japonお us ●
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注1)RJ:環境省(2000)の福物版レッドデータープウクのカテゴリー

注2)RCi千葉県レッドデータープックー福物襴―(1999)の汗 ゴリー
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表 V-5-3平 塚 地 区 (′よヽ森城址 )で確 認され た希 少植物一覧

No 科  名 種   名 学 名 R」 RC
平塚地区 (′ 1ヽ森城址 )

春 季 秋 季

1 ヒ・ャクダン ツク′ヽネ 働 Ckわン雪ね
'0つ

っ/ara C ● 0

2 モクレン コプシ /7ag779Fa p塑 90っじる崩 D ● ●

3 ハ フ イヌザクラ Fンフ,ぃsうv,響ヵ泊
"コ

D ●

4 モチノキ ウメモドキ 79x,θ 拓,r, C ●

5 ユリ コ′ヽギボウシ 廠
"r,sと

ヵ筋 ′brPοテわね D ● ●

6 ラン キンラン εttpカ ロね
"七

みoぉa角ん,ra X/U D ● ●

7 ラシ シュンラン
"″

。わノ Ic ● ●

8 ラン クモキリツウ 彰 Vお 障 mCホ C ●

9 ラシ コクラン 嚇 ,,″ 。, D 0

＼ 6不斗 9刑重 9千重 2 8 7

タ
一
―

デド叩

榊

ＶＵ

ＮＴ

２

　

　

Ｒ

期
環ＪＲ注

注2)RC:千葉県レッドデーターチックー植物編― (1999)のカテゴリー

4)まとめ【保全H再生対策 】

小森城址の主郭部には,樹林地が広がっており,大部分がスギ eヒ ノキ植林で,常緑広葉樹

林や落葉広葉樹林も一部分布している。しかし,林床においては,キンラン,シュンラン,コ

バギボウシが広範囲に散在していた.一方,希少植物であるクモキリノウ,コ クランは,ス ギ・

ヒノキ林の林床で確認された。木本性希少値物はコブシが広範囲に確認され,その他にはツク

バネ,イ ヌザクラ, ウメモ ドキが稀に確認された。

この小森城址は,現在,主郭部のみ残され,他はグランドや工業団地に改変された。調査地

は,70-100m程 の方形の郭構造をとつて,上塁や空堀が山林中に良く残されていることから (白

井市 2000),将来的には希少植物を封象とした保全措置だけでなく,地域の歴史・文化的遺産

としての録全対策を策定する必要がある。

引用文献

1)白井市郷土資料館 (2000)平成 12年度企画展解説資料 白井の中世を探る。
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6.宮ヶ谷地区

白井市における富ヶ谷地区の位置は,図 V-6-1に示すとおりである。

V-6-1富ヶ谷地区の位置図

1)土地利用調査

調査範囲及びその付近を対象とした土地利用状況を図V-6-2に示す。周辺の斜面及び台地に

はスギ・ヒノキ植林,コナラ,イ ヌシデによる落葉広葉樹林,竹林が中心に分布 し,シラカシ,

スダジイの常緑樹林及び混交林は局所的に分布 していた。その他には,果樹園,車地 (低地・

台地上),畑地がモザイク状に分布していた。

富ヶ谷地区の主要部の土地利用の面積及び面積率を表V-6-1に示す。その結果,樹木は,ス
ギ・ヒノキ植林が 82,121m2(面積率 23.42%),落葉広葉樹林が 85,186m2(面積率 24。 29%)

とそれぞれ全体の 1/5近 くを占めていた。草地は,台地上に分布する陸域性の車本値物が 25,

417m2(面積率 7.25%)であり,草地 (低地)の湿生植物群落及びヨシ・マコモなどの水生植

物群落の面積は ■,639m2(面積率 3.32%)であつた。その他には,果樹園の面積が 44,270m2

(面積率 12.62%),人工構造物が 24,314m2(面積率 6,98%)であった,

表V-6-1富ヶ谷地区 (二重川流域)の主要部の土地利用面積 (m2).面積率(%)
土 地 利 用 区分 面積 (m2)  面積率 (%)

常緑 広葉樹 林

混交林

落葉 広葉樹林

スギ・ヒノキ植 林

竹林

草 地 (低地 )

草地 (台地 上 )

畑地

果樹 園

裸 地 (造成地 )

人工構 造 物

4,413

4,336

851186

82,121

47,615

11,639

25,417

15,248

44,270

6,348

24,314

1.25

1.24

24.28

23.42

13.58

3.32

7.25

4.35

1262

1.81

6.93

神 々 廻 地 区

合  計

０
ジ

350,907 100.0



2)植物相 (フ ロラ)調査

富ヶ谷地区で確認された植物相一覧を表V-6-2(1)～ (6)に示す。確認種数については,全

体で 89科 338種であつた。季節別では,春季で 196種,秋季で 230種が確認された。樹林地

の植生は,スギ 。ヒノキ植林,シラカシ,アカガシ,ス ダジイ,ア ラカシなどの常緑樹林,コ

ナラ,ク ヌギ,イ ヌシデなどの落葉樹林が確認された.ス ギ・ヒノキ植林の林床には,ベニシ

ダ,ゼンマイなどのシダ類,アオキ,ヤツデ,キヅタ,ホ ウチャクノウ,ジャノヒゲなどが多

く確認された。常緑樹林の林床は, 日照条件が悪いことが影響 して,アオキ,ジヤノヒゲ,ヤ

ブツバキ,ヒ サカキなどの常緑樹が多く確認された。落葉樹林の林床には,アズマネザサ,カ

タバミ,ミ ズヒキ,ナワシロイチゴなどが確認された。二重川沿いの低地の放乗田では,ヨ ン,

オギ,タ マガヤツリ, ミズガヤツリ,ハ リイ,テンツキなどの湿生植物,水田雑草が多く確認

された,
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表 V-6-2(1)富ヶ谷地区(二重川流域)で確認された植物種一覧
No 科  冦 種 名 単 名 幕 垂 r垂 RJ RC 僣  者

1 |クサ スギナ F●vI●●rm,″め,,● ● ●

ウヽサ イヌスギナ 「 ●vrs,typ″体
"

● ●

3 鳴ナヤスリ フユノハナワラば DDψカテW"rDpprvrI ●

と'シマイ ゼンマイ ● ●

5 ョハ・′イシカク・マ ワラビ 時 所″切″,9″
'1町"四

r/rryvf,7/Vp ● ●

6 オラダ ベユラす ● ●

7 ヒメシダ 事`デライ 壕 蝉 a″
"n/1.zpr ssp胞

胎 ●/p● ●

メシダ イヌワラビ 4t好言
"prp"ん"

●

メシダ ョウヤワゼ 9‐●ん,●∽s'競,is殖ぇわ伽口ρカ 0

1 イ子ョウ イ弓胞 ウ 】intt by/● bB 0 ● 盤魅鷺

【ミ れ所,「 A韓 ● ● D

マツ
=マ

うヤスギ θ,訪ッ▼ty.。 」PE ● ● 垂博種

″カマツ ANsめ ,,廟∽ ● ●

えキ' Kギ 9″硝暉9Prypp∞,ca ● ● 裁烙種

=ノ
キ

=ノ
キ 9偕″ ,,"●77'9bttsa ● ● 豊路鷺

Tスカ・ヤ イヌガヤ o"harttvw肋力胸 械 ● ●

r子イ Lヤ rprP9",“ rF9P ● ●

1 卜+■・ アカメヤナギ 働′ィo加●●●/petO'どo, ● ●

r十■・ イヌコリヤナギ 鮨歳 あ r●FB ● ●

hP、
・′ユ ′ヽシノキ 1カお 力卿 げ∞ ● ●

LP、
'ノ■ ケマラギ %″坊弛F」a弾″∞ ● ● D

し、・プキ イヌンデ 缶aぃヽnぃ と,′羽 膵 紡 ● ●

テ'ナ θ,,"ヵ ,,D働,,胸 0 ● 幾烙種

,'す 文イライ CFS野0ぃis ouSpida"yPr s 鶴ヽ � ● ●

ク・+ マ予′ヽシイ b`ん″,″vs,ddis ●

アカガシ うo″体 ,っtrf ● ●

7・ナ アうカシ G礎ゃus Fねどω ● ●

ウ勃 シ Gぃゃと,PP/traoFp/1B ● ●

ン・ナ ョナラ O蛉礎uS'D/7arB ● ●

ウ ムクノキ 4pbarla,",コψ,瘤 ● ●

ウ ニノキ Ce,js,力ぅo,た 7pr)ψ D�殖 ● ●

ウ ケヤキ Z●/kο yP s,′ 磨協 ● ●

メコウゾ
'A"す

0つ
"航

aた ,g″ ,at′ ● ●

クワウサ rarar● v″1。sa ●

カナムグラ ytp潮ぃチψ
"ん" ● ●

ヤマゲワ 陥巾 ,コυJ"ん ● ● 栽皓種

f号ウサ ヤ★ オ 3∞缶籠れ プをμ力,デ∞ 四
「

/mrPsprop ●

rラクサ クサマオ 9ω力″翻 o″ y●B,●pr nI"陣n■7●● ● ●

イうウサ ミズ 9/●●力PpIBす ●

"手

' ミズヒキ 1成o腱嘲 r/J/pp, ● ●

ギ けクラ空ギ 助 ,″ お ,pP7o,デ ,クf ●

|1子
・ オオイヌタデ ,力ρ,"げrフアロ ●

好
・ イヌ

'ギ
●

げ 十オケ,デ ,p〃os切
"

● 暢 化 種

"・

けナエタデ pbr,デ
a口れ ,cFb瘤 ●

呼 ' こしnプ′、 P●A,鉤穂 訪vpber」 IP ● ●

呼 ' スイ′ヽ 月
"似

,,Dr● ,p ●

ヨ
ピ

}  ' ギシギシ Fp,,ィ yppppJows ●

'マ
ゴ汽・ウ 1奇彰 れやマ イ 茉

"
拗 ア●″コo″ ,″ω,, ● 帰化種

け・ウロリウ げクロツウ lTD//vr● β●PrFp4///B ●

ナ,マンヨ トラシ丁ミミナゲサ θっ●Frr7p r/●parprvp ● 帰化種

,,・ショ ′ミノフスマ ると,И,オ,4/F力,,y台■働,Vly/rra ●

′テ'シヨ うシハコベ S助佑ぉお,9vF,ω ● ●

PJlel・ ンロザ Cおn″●4/rvJ7P a/bttη ● 掃 化 裔

:ユ 三カゲイノコズチ 4ch婢ヵ♭ooわ坊3),ヵ r● 四ぇ ●

:ユ ナタインコズチ nprlИけ,",,う iわ ,と

"yar fpp,胸
s● ●

ヌピユ 4″ぅけ,どぬぃ (ミwidus ● 掃化種

:ユ アオゲイトウ 4p四加|“ ″
"触 “

● 婦化種

ブシ ● ● D

〉スノキ ヤマコウ′ヽこ tyrry9/pr/pゅ ● ●

'ス

ノキ ンロすモ 呼∞ liと,,,9r7σ ●● ● ●

シ占
ソ
ウゲ 十ダ マキ 49〃 9巨L浣 資7●//● 彦 四 ′ //Fy●//p働 ● 裁烙朽

ンホリゲ ヒシニンツウ 阿,″,所,"肪 ′
"

● ●

シホ
・
ウケ' キツネノボタン 9ppν″v/v●

",肋
,んたた ●

ノ汽
°
ウケ・ うマノアシガタ IParlvPfr/7f,力Яヵテω, ● D
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表 V-6-2(2)富ヶ谷地区(二重川流域)で確認された植物種一覧
No 科  名 種 名 単 名 春 垂 コ 垂 R」 RC 働  者

|ンホ
・
ウケ' J々i=ヂノ oっ●/erarLT ●

キンホ・ウケ
・

カラマツソウ 勝占fたb・v2J,α″/頭脇折P,町 i議舶 ●Jrtrp ●

キンホ
・
ウケ
・

アキカラマツ 昴コ″oЙ〕η″ 力vs陶た7jyp97oυ 釘 ″ ● ●

メ■
・

ナシ手シ V,ヵ雷預 �
"“

j¢, ● ● 栽培種

7ケヒ
・ ゴヨウ7ケビ お々●bF,S曲,い1la ●

7ケと' アケビ 約 マo,,中 inara ●

7ケヒ・ ミツバ7ケビ 対 � s,覇 )猪 ra ●

ツリ・号,し・ 7井ッ ヴヽ号フラ あ つay/vs pr9肪 跡 ●
・ウ丁さ さうすミ 川9vD/Jv,,9rJara ● ●

とン拍ウ
=ト

リシズカ 朗 餌珈 坊υ♂」と,"icus ●

t幼ウ フタリシズカ 0/OrD″ btF FЙ ,助 ●

ン′ヽ'キ ロ ッバキ 傷″o″ayn●〕ηん, ● ●

ン,ヽ
'キ

=サ
カキ frT●力脚 れa ● ●

″フ・うす ヒイヨウアプラナ r7rps,ェ

"ψ
v。 ● 帰化種

Pフ
・ラナ ナズナ ap..rra bra7.廟s ●

Pフ
・
うナ ,ネツケ′(ナ 働滋 ″′僣 P●/v9,a ● ●

Pプラナ オオバタネツケバナ aИ議肪 ,apra働 ●

Pグラナ イヌガラン 79riJ9pr力 4/rca ●

″フ
・
うナ スカシタゴボウ 助

=′
F/● 2」r●● ●

lキアンタ ウツギ 9,υぶ亀7●pF協 ● ●

lキ ′ンタ ■ユ ノ|′々 勇XI格意ヨ∂ro/.Jifen ● 裁賠種

くス・カケ′キ 程ミジバスズ功ケノキ 町,rar7● χ ,,"わ 胸 ● 栽堵種

工 ′`ま支 卜A■ 命崩
"apraね

3D転o』 ●

ヘビイ手ゴ 9v9h"●●●lvfap協 ● ●

ヤエヤマブキ Y●rill力 p試∝ ′ρ/●Pa ●

■ジムシロ Ъttη rr//f FpFari9i/● ,yPr″4/″ ●

ウワミズザクラ 物 Tsコけンロ″B ● ●

ノイ′くう 的 ,コ ″v/ri17Ta ● ●

ナガ′`モミジイテゴ 7vbIPF,,イ ″D肋い ●

程ミジイ手ゴ ぬ 娯 Par2J4"。 yB「 OD.9D9by//fy● ● ●

ナワシロイ手ゴ qめぃ ,前ゎ転げf ● ●

ワレモコウ 重蕊 3"D`訪廟 ″胎 ● ●

恙ムノキ 1わ財,別脇 。すカ ● ●

やEカマメ 1醸fCa卵
"加

θ彿 力 ypr ypp節
"

●

10C ヌスビトハギ 29●rpt潮
"ρ

οJ9ω″切
",″

9//Wy//VP ●

ノルマメ tyPivl,″ ,/,″ ,9/コ ●

ヤハズソウ り孵″,っ
",,筋

,fa ●

メドハ=ギ
鈴ap●J●4●Иttr● ●

シナガワハギ 磁前力り働
`)需

σ力,オ伊 ′sぃレπV∽o ● ● 婦化種

レズ 帝miaね
"ra

● ●

ハリエンジュ Rめ,舜ね″●vJ● pttorB ● ● 裁魅糧

クララ り "ル
四 ,∽F 0

ムラサキツメクサ 胸 m rFttnS, ● 帰化種

シロツメクサ 万,漸 w″ rtp●pF ● ● 帰化種

ヤハズエンドウ 嘴da拗ぃ げ贈 fa ●

ナンテンハギ お嶺a c�uga ● ●

フジ 財,rvill,9Ⅲ♭切 yp ● ●

お)ヽ
・
ミ カタ′ヽミ 併 ,オo,励 v/1廊 ● ●

LIP
・ヽミ アカカタ′ヽミ 銭,″F σttιvん tl′ 胸

"所
制″ ●

1 崩夕′ヽ・ミ ウスアカカタバミ 銭尋″0●舗 C彗larB′ げ∞3θOf'お, ●

1 崩IP
・ヽミ オッタチカタバミ 叛,″,,い強 ● 帰化種

1 7ウ ロリウ アメリカフウロ 助 ア∽ ∝声′乃ば,ぁり″ ● ● 婦化糧

1 アウロyウ ゲンノショウコ 駒 彎,アロ

"赫
o夕′ ●

1 ダウロリウ ミツ′ヽフウロ 命勒万切 ″イ肪サ ●

トウダイク・サ エノキグサ 4οコ峙蔀a,vF"/rF ●

トウダイク・サ トウダイグサ 効 れ力Jr9・噂 la ●

トウダイク
・
サ オオニシキリウ =嫡

繭 i″■cda" ● 帰化種

トウダイク
・
サ ョニシキツウ 三蝶 れ た,中″暫 ● 帰化種

トウダイウ・サ ″筑 メ●iしり 胸Иttty● チ ● ●

けンショウ zpppY//vp pわ oア伽″ ● ●

)ルシ ンタウルシ 帰与
`,つ

″航年四 ● ●

)ルシ ヌメレデ 静 むo力距施 ツ河えp/bv,「 ● ●

うルシ ゼヽノキ P/Pぃ ,v●●,t/P,●● ● ●

)ルシ ヤマウ,レ シ 助 υδ筋 昴 ●●●●● ● ●

L工子・ イロハモミジ 1,9rp4/pab ● ●
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表 V-6-2(3)富 ヶ谷地区(二重川流域)で確認された植物種一覧
N6 租  名 静 名 単 名 暮 垂 耳 垂 FiJ R∩ 借  寿

子ヽノキ チヽノキ 1,,,v/tr働 む力雪r● ● ●

Eチ′キ イヌツゲ T/●roぉnaカ ● ●

Eチノキ モチノキ 7P/Pi/trp ● ●

E手ノキ ウメモドキ 7●x,,声歯 ● ● C

=シ
キ■・ ツルウメモドキ a材..勝 ,ぅ/.7p働o ● ●

=し
tと ' コマユさ 鳥∽/rvv● ,/●静,,9r/J● o一お加り,s ● ●

=シ
■キ・ ノルマサキ FE●ryp″ ,Forrvp● P yFr.層げOane ● ●

‐しユ■・ マユミ
=ぃ

れ孵 us,I●bndia胚 ● ●

三シヰキ・ bントウマユミ
・

い単 ¢ 。rabD財 浄々 ′,レれt ttτ″″
'倣'

● ●

ミツハ・ウツ羊' ゴシズイ L力″,j側 ● ●

〆ドウ ノフドウ 4打ρttψすぃF/●趙dttr yrrル r●ppb//4 ●

メドウ ヤブガラン ∝ッ刀Й力ρ●pr●● ● ●

メドウ ンタ PFrrLP¢た。′すコ�のυ,炉ねra ●

,・ドウ ニビヅジレ 1/rtr● ,すれ砿,y,え /pDB協 ●

マJし ′ヽグミ 助呻仲ws″,3申hu臨 ●

1461ク
・ミ マル′ヽナツグミ И●●rpvs″ v/tF/●●アリおお,力ra ●

タチツポスミレ レういコッ″●っ噌f ● ●

ツポスミレ riO,こ vttunJ● ●

アマチヤヅル cン鳴たr働拗,,´切bp4///vp ●

スズメウリ れ

'メ

o崩 ypp〕 ,デ

" ●

カラスウリ ″ ,う

“

勒 訪

“

cuω市 碑
=des

0
IJPヽ ギ 羊カシゲサ 銘歯/P力 ,前

"yrr tr//Fill",
●

ア方,、
・
サ アカバナ 朝 わ)b"pν ,ぅち,ψんッ

"
●

7カ′ヽ・ナ
=レ

タゴポウ =J●
つvpylo ● 帰化種

胸

"ヽ

・
サ 手ョウ じね ギ 〔vttЙ●●py/●br9J● , 0

/1Pゞ ナ ウスゲチョウジタデ pttv●rrr ● NT
刃レヽ・ナ メマツヨイグサ 鈴 ″ 購 僣 bientts ● ● 帰化穏
こス・キ アオキ 猜tPa/b● jattnioa ● ●

:ス
'■ ミズキ θ幼

"′
,,切洵ψyDEβ ● ●

801ミえ'| ナヽイカダ lry● IⅢ子におヵ脚膚
" ● ●

11ウョ■
・

,カウコギ |ス・・
pD

● ●

)]キ
‐

タラノキ I拓翔 佑
・

/t佐 ● ●

ca■II14と カクレミノ ID●鵡呻 ax"廟力, ● ●

641ウヨキ ヤツデ IЯとたョ ● ● 書 怯 轟

1651ウ]キ
・
      _ ltzrョゥキヅタ Vy● J●B力,力″ 0 登 路 箔

1061ウ ヨキ キヅタ /●J● r● ″猪″力o, ● ●

ｍ
一

1ウヨキ'

|=二
lJギリ れ り βれP/pranrD ● ●

と
Ｌ ミツバ 9″加 初テ,〕口脚v鉗 ● ●

10g LtlJ_ |ノチドメ lrr/tyrpav/D″ 茄脇″, ●

1701セ リ Iオオテドメ lpr/bω 7,翔虜腕 0
う
Ｌ Iチドメグサ 防 ωve sibi齢・ ゃ】所お, ●

172
胆 __ |セリ 1働肋 め,力νコ,崩 ● ●

1731セリ ヤブジラミ 乃詢ケ。ノψatr●● ●

|セリ |オヤブジ芸 励 ″,,"brp 0
ヤフ・ヨウン |マンリョウ 】がぉお伽

"●
rB ● ●

|ヤ 7拍ウン・ |ヤカ ウジ /1ね砿,,,コ LpO,テ″ ● ●

1カキ′キ |カキノキ つんo″m¨ trtl ● 0 尋 強 驚

178 Iコツキ エゴノキ dB/4/ッむ烈砿,ぃ ● ●

1791ハ イノキ サワフタギ ■囀 わω,Chittnsis′ Ṕ/ps, ● ●

1801モクセイ ネズミモチ 4ilws仇
"ypp,初

,trp a ●

虫 イ  _| イボタノキ ■,お筋 9b"。ア肋″″ロ ● ●

[クセイ ヒイ巽 CЬ″コつ竹,力●rtepb///7● 0 ●

子ョウ子クトウ テイカカズラ 駒 rP/●●pemv″ P,たじωn′ 力肋
"oSiun

●

げ力・イモ ガガイモ 磁ぬ d●スIsypp"んo ●

「カネ ヤT′ グヽラ 儀 1'じれ Fpr/rv● yar,つ|力,OspttDけ ●

rカネ ヘクソカズラ 時 ,】翻衝●●●prypP, ●

7カネ アカネ 77D/● ,T/1 ● ●

tlbカ
フ
オ コヒルガオ %//Fr9ryaん J●B●●● ● ●

ムうサキ キュウリグサ rrir92″ ,″」vppv/●お ●

1901 クマツツ
‐
ラ ムラサキシキブ %//Ja“ ●ッψ ,p弾 a 0

'マ

ツツ'ラ クサギ θわA脳とハ♭切″筋,生″9″ッ, ● ●

1921

'マ

ツツ
フ
ラ アレチハナガサ 跨わっ彎 功けs,′,o身sた ● 椰 TP種

ンヽ ジュウニヒトエ   I ●vrD ttrpp呻■,た ● D
1941ンツ         ! セイヨウジュウエヒト珂ィり町″ /●p",, ● 豊 携 種

1951 ツ オギナタコウジュ
=Is酪

1盛B●1//era ●
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表 V-6-2(4)富ヶ谷地区(二重川流域)で確認された植物種一覧
NrI 村  名 種 名 学 名 暮 峯 H垂 R.1 RC 鎌  者

ねキドオシ G7Dc/1っββわれ殖¢側 殖π rrapサ伊 ●

ホトケノザ 齢 ＼r・
・

V・ ● ●

=メ
オドリコソウ い射′切

"″
″炉 ,う ● 婦化種

イヌコウジュ 17●●/p pppっ rv/●

"
●

20( ノモンエゴマ %加跨 Fdos,"F婢え0わ力J9B ●

アキノタムラツウ SPルわンψ加 ●

20' ンツ S●v■■■とぶこρ●●,7月 yar● rl●pp ● 穀魅種

ナス
,ヨ ドljラロ的ゴ s●ra,切η/yrarTp ● ●

]・ マかク・サ 年クモ 助勁x,″ねo,,s'114強 ●

ゴマかゲサ うI〕 う41・ 廟施 崩 と 磯 srr,,, ●

]'マ′ハク
・
サ ア

'Hれ
7亨+ 助 3"カ カう浄,お,り pvor ● 桶 化 種

]・ マノハウ
・
サ アゼナ β力よ筋げ

`pψ"o
●

ヨ
・マかク

・
サ けギゴケ lrPz1/ぃ ″テ9麟,' ● ●

]・マ′ハウ
・
サ キヽワハゼ VDZ7● pvlpr/vS ●

」マノ′ヽウ
・
サ 」ロードモウズイカ 1/B● ,つけm力 ρ,p● ● 掃化種

ゴマかゲサ ケ子イヌノフゲリ Υ
"ntoa meno′

争 ● 帰化種

マゞ′ハウ・サ 十オイヌノフグリ /― TP●●pprrr4 ● ● 帰化程

キツネ′マヨ 単ツネノマゴ 」u●百dapr● θッ
"う

うη, ●

,ヽエト・ウリウ ,、エドウリウ P/1p● /●pttB,々々 ,第 ,誠 44●● ●

オオハ
・ヨ 汁オ ′ヽ コ ryap協ほっ,s,aミ∝ ● ●

又イれ叉̀号 ウグイスカグラ と″テ,●/1コけヮ″♭●●
"π

ぶ燻 ● ●

'カス・ラ スイカズラ 助
"力

効 ,a ●

スイJIス
・弓 ニワトコ 効 お 層●●rpφ,,″ 9わつ′V浄殖 a ●

λイカス
・
ラ がマズミ /Pb,,,p」 P/t"rvp ● ●

|キョウ ツヽ:I●f火二 ′`じ, 刀4/●pp971m Vi9b///B婢 ′ッ ● 0

プタクサ 狛
"う

ψo力 prraprf″ 肋″を 四ぇ●/PrrT ● 帰化種

オオブタクサ スヵ肋 ,IB �
'お

● 掃化種

]モギ 猜E●2J● Jp pおn●●po ● ●

ン女 マギク 万,rerす φ,b● / ● ●

キク ホウキギク Д,″r,vb財 ,″, ● 婦化種

ヒロハホウキギク 刀oゎ′すめ ′加い y●たOD力 あ折
",い

た ● 婦化種

227 センダングサ 伊I』伽 s brrppaЙ ●

アメリカセンダングサ
'テ

ユ働,,力つけ】ο,コ ● le化種

ヒレアザミ ● 帰化種

トキンソウ
'″

れわつ」apヵ″′
"●

●

オニアザミ ,,ぉ,9昴 bp/●at�事い鶴●rS, ●

トネ7ザミ 肋 切た
"四

′加ωppn孵 ●

233 ノハラアザミ ,】わ り″切孵 ●

オ弁アレ手ノギク 免ン´頭 ,フ″●,つ,,た 0 帰化種

23E オオハルシヤギク a孵廟。す瓦,",″ s ● 歳燃種

タカサプロウ %力拗
"′

″,'tr● ●

23つ ヒメムカシヨモギ
g/ilrer97例

防,VD77●た ● 帰化種

ハルジオン 日おれ閉
",舟

アnty9/p/1J.Ps 0 桶化種

ヨド!Jバナ 仇施ぉ,fa(ppppoiじおrium ●

ハキダメギク 働 ケカ
'pFa 9//4"

● 婦化種

ハハコグサ S硝,聴11撃轟,/Frp, ● ●

キクイモ ■dねれわぃ rry腕

"ぃ
ぃ ● 婦化極

キツネアザミ イ
"崩

,teprD//E" ●

244 ブタナ Vyp●》p●ぉ 磨ヵ ,歯 ● 婦化種

オオジシバ 1
lxoおoJ●bJ7rs ●

アキノノゲシ し,par力 di●a婢′力」rra ●

ホツバアキノノゲシ bprv●●ヵ加 ′力」
'vis,

●

ョウヤボウキ pDVe Sa'y● PF ●

24〔 フキ P9",Fお Fプppp,】OV● ●

キク コう デ`
'1+

Prop● カテ働T,メ>力,“И♂ 0

シュウブンソウ R″nr/1つ。″″W'y"脇れ 働, 0

セイタカアワダチソウ 勇,,れどo,Itis,肪 , 0 ● 桶化種

25( アキノキリンソウ 働 ル ″ 。 ,ittavr● B四え,,faわB ●

十二ノゲシ Spp赫ぃ ,fp●r ● ● 掃化種

25〔 ′ゲシ 助 )ぃ ●/●rr″
“

● ●

メラョナシ 餞oほο体 コ,,″フF ● 婦化種

キク レイヨウ々シ燃 乃虜 ,●ッ″ο筋 o″

"ん
● 婦化種

オオオナモミ /●ヵhiu碓 ,ε,わね ん ● ● 婦化種

キク ヤクシソウ /●frarrr激
"rp●

T/●と ●

26〔 ノビジレ 猪//rppコけノ ●
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表 V-6-2(5)富ヶ谷地区(二重川流域)で確認された植物種一覧
No 科  名 涌 名 学 名 春 垂 可 垂 R」 RC 僣  寿

十二ラ 湾

`1'V硝

わ防 p●っ卯 ● 裁焙種
!ホウチヤうリウ 財o幽 ″,“ F1/● ● ●

|テゴユリ ,オ9″瘤″ェ� 3)カコ
" ●

26石 ユリ Iノ カシゾウ yv92の ″″ョFv/yB 7arわげ
""

●

ユリ Iコ ′ヽギポウシ 形 ,ね oお炭滋″′ね,,わ /1● ● D
ユリ !ヤマユリ 日Fi整踊翻孵rpp ● ●

201 ユリ Iヤカ ン lvrilpp″ v●

"房
●

ユリ !ジヤノヒゲ 中膀翔
「

,,i韓ぶcuヽ ● ●

26〔 切羽「 ′ヽジャノヒゲ 99brpppra9,laれた●●pv● ●

Iナルコユリ 喝イン留胸
''rvpた

ん,磁、 ●

Iアマドコロ D9//r● parvnっ ty.prvp y●rP/1PrF/ppp ● ●

272 サテレトリイ′(ラ 助ウイ″ っ物, ● ●

27g タカ オデ
'"イ

弘 蒻ψpp/●4 ●

とがン,

・ヽナ
=ガ

ン′{ナ 嚇 。″Jr・ カ ● 婦化種
27t ヤマノイモ ヤマノイモ つたけ,つ

",Japo病
殖 ●

▼マノイモ 汁ニドコロ 9i"tln● 財 ο″ ● ●

rク
'サ /vLぃ ,FpFV● 四

「
tyaよいヽこ岱 ●

Fゲサ ヨウガイゼキショウ /vPvo力 ,Dう0願V/DJ ●

27電 rク
・サ 入ズメノヤリ V2/4∝ pォ防歯 ●

ツユクサ ツユクサ a),″,ヵ

",。
れmttats ●

リユウサ イボクサ 筋励 ヮ,お 賂iss,″ ●

イネ スズメノテッポウ 4り ,cuttS,● 9Ve/r● ●

イネ ヨブナグサ 凋πん口た
"bFfprJIPf

●

fネ イヌムギ Bぉぉぃ ●rr/1vttσ ぃ ● 掃化種

Tネ ンュズダマ 金茂 /B囃儘,ザお′ ● 帰化種
rネ カモガヤ %● v/J● F/● 2った歯 ● 帰化種
rネ Xヒシパ 汽鵡 ■ヽ di盛ミs ●

イネ イヌピエ セ崩陣
""9″

すF●″ ●

イネ ケイヌビエ 勃効強 カイ∞ 卿 ,落,″ y●′む訪 力,r● ●

Tネ オヒシ′ヽ 軌″勤
"力

戯∝ ●

2911 fネ 恒更竺芝 IB菅,砂,お FerrTIP● ● ● ●

ネ Iドカ ウッチギ αたoオaん》閉D″孵 a

rネ チガヤ I囀韓 協 9",訂 鎌 И印好 9pπ♂′ ● ●

294 Fネ |テゴザサ |れっけヵr/●bps, ●

rネ Iオギ IVrra′
"お

o,∞施市,碗o ● ●

ネ ススキ !財o●r,あvo,力pp●お a a

2971 ネ ケチデミザサ ●′,,,ヵい切Jv/r=肋折ぃ ● ●

2981「ネ コ芳 ミ」出

"
●/JFplerys"t/v/●跡″ぃ yrちbゥたIJF ●

2991 rネ ヌカキピ 1臨所ω 耐 沐 y/●●助 ●

「
ネ |オオクサキビ IFb藤∞轟 お

"0肋"デ

脱れゅ ● 帰化種
「
ネ ンマスズメノヒエ れ

"/vn J//Dttrvp
● 帰化種

3021′
「
ネ |チカランバ 1乃 ,,′,,効 P/2●●mJ絡 ル】″vB,効 , a

「
ネ クサヨシ 議

=a市
3 maVrTφ彊 a

3041ン 'ネ ヨシ 1局増仰 ′鈴s,v・ 拗 ケ

`
● ●

′
ネ マダケ ′殉

"ι

FrB●4ys brttusaP● , ● a 哉培種
3001ィ 'ネ    | アな ネザサ 尉oi●bias″o,崩?ο ● ●

30714 'ネ スズメノカタビラ PaP,"v● ●

30団コネ    | アキノエノコログサ d●と″をれら� ●

ネ キシエノコロ d●力″b p7pr//f a

3101」 ネ オオエノコロ れと
'を

アクノ
'″

0●●a ●

31111 ネ エノコログサ 働 B77Bぶぶヽ ●

3121」 ネ セイ′`ンモロコン 働
""bp/●

p″ψ ● 帰化種
イネ シバ ふDン ,′ , ● 幾烙種

ヽ
ッ シュロ 加3聯aPPsれ卯,助 ,す ● ● 楚魅種

マムシグサ 月ガF,mao― rtrp ● ●

サトイモ クランマソウ 刀Asi鶴こ財助ηよヵ口,,,,pTs力 .hi ●

ケトイモ 角う文 Fしゃう 局,ellla rmp" ●

3181カ ガマ ■弾 たu“ria ●

ヤツリク
・
サ うサスゲ 働慮κ Prtpeね r4 ●

ヤツリク・サ ナキリスゲ 斃A"/ppね ●

ヤリlJウ・サ
=メ

クグ 0,Tv● う″,1お1,us yrr/pppp/● ●

ヤツリク
・
サ タマガヤツリ 0/ptts yr/Fa‐prf

●

3231カヤツリ
'・

サ  | アゼガヤツリ 助 伽お r/pD"“ ●

ヤツリク
‐
サ 叉マガヤンリ 助 拗 ,F/●p"跡 ●

3251カ ヤツリク
・
サ   _1ョゴメガヤッリ 助 ●7Vf力 i″ ●
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表 V-6-2(6)富ヶ谷地区(二重川流域)で確認された植物種一覧
No 科  名 縛   名 鱗    宗 暮 垂 V垂 R」 RC 博  差

82〔 bヤリリウ・サ 損 り リグサ C″
"wJ micゃ

力,占 ●

bヤツljウ・サ イガガヤツリ Op―s,9//s"chy¨ ●

32日 bヤツリク
・
サ カワラスガナ 97p銘レs εaをv力材∽的s ●

bヤツリク・サ 鋤 p― F FDゆ肪 V● ●

bヤリリ,・サ ハリイ F/.9fbrpF,97J●●
"

● ●

bやッllウ
・サ 子 ノ`iツ 土 9加所,げ西e】お力っ肋,■ ●

331 bヤリリク
・
サ 丁lJコ 切紡 所●v/1s pr/rr,●● ●

33( bヤツリク・サ マツカサススキ S,わvs prrsttfpr,“ ●

エビネ 。y7.ε机/ ● VU C

峯レうウ ∝β脇/t,"pra rt/..rr ● ● VU D

ササ′ヽギシうシ 助 府 /●″枡,声 力■,弟 cD●
"

● C

'ノ
■ウ 弓 ウ 影″うテカ

"r97777Frr
● ●

33こ ウマデイツウ ● VU B

＼ 89毛E 338邪彊 338琴重 11

注1) R」 :環境省(2000)の 植物版レッドデ‐ ―チンクのカテゴリー

RC:千 葉県レッドデ‐ ―)ックー楢物編―(1999)の カテゴリー
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3)確認された希少植物

二劉 |1流域における希少植物 (環境省 (2005),千葉県 (1999)レ ッドデータブック掲載種)

の確認種一覧を表V-6-3に ,確認位置を図V-6-3に示す。全体では9科 13種が確認され,そ
の内訳としては,モ ミ (千葉県 D),ク マシデ (千葉県 D)が林縁都,コ ブシ (千葉県 D),ウ メ

モ ドキ (千葉県 C)が林内で,エ ビネ (環境省 VU,千葉県 C),キ ンラン (環境省 VU,千葉県 D),

ササバギンラン (千葉県 C),シュンラン (環境省 Ic),コバギボウシ (千葉県 D)が林床で確

認 された。なお,斜面林には, 日照条件の良好な伐採跡地が一部あり,そこには,ウマノアシ

ガタ (千葉県 D),ジュウニヒトエ (千葉県 D)が確認された。その他には,ウスゲチョウジタ

デ (環境省 NT)が休耕田,ク マガインウ (環境省 VU,千葉県 B)がブ ドウ畑で確認された。

なお,図 V-6-3で は,モ ミ,クマシデ,コ ブシ,ウ メモ ドキを木本性希少植物,エ ビネ,サ
サバギンラン,コバギボウン,ク マガイノウを林床性希少植物,ウマノアシガタ,ジュウニヒ

トエを草原性希少植物として区分した。

表 V…6-3富ヶ谷地区(二重川流域)で確認された希少植物一覧

No. 科  名 種  名 学    名 R」 RC 春季 秋季

可 マツ 一ヽ
ヽ

モ /4勝,岳p, D ● ●

力A・′キ クマシデ θり うrJ●JitIPpr● a D ● 0
モクレン ョブシ 肋 οIP/●●ο¢

'ssれ

a D 0 ●

キンホ
°
ウケ
・

ウマノアシガタ /PDvpσvを,》  ,,V。 D ●

モチノキ ウメモドキ T/●x,9コ屯記う C 0 ●

アカハ`ナ ウスゲカ ウジタデ と,つ防Й言う7●れ中ガ NT 0
ンツ ジュウニヒトエ tDB盟 ,,コリ,9/1sls D ●

ユリ コバギボウシ t/9,働 蒔 脇瘤灯 /4●わ″ D ●

ラン エビネ 鋤 肋 oない,,I″ VU C 0

ラン キンラン Go沸廓
"勤

9r● 潟膨,ra VU D ● ●

ラン ササバギンラン aplヵ 防 ,瘤 ゎ,ど》 っ reれ C 0

ラン シュシラン ウ脳峨
"″

θ崩ダ ● ●

1 ラン クマガイソウ
"殉

″力 ,p切″ VU B ●

＼ 9科 13種 13種 5

注2)RC:千葉県レッドデーターブックー植物編―(1999)の カテゴリー
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4)まとめ【保全B再生対策 】

富ヶ谷地区では,主に二⊃ |1沿いに広がる低地帯,北総開発鉄道から冨ヶ沢橋にかけての斜

面林,根・復地区の丘稜地に広がる樹林地を中心に調査した。

低地帯は,かつて水田として利用されていたが,現在は大部分が埋立てにより畑地に改変さ

れ,休耕田が一部残されている程度である。休耕田には,ヨ シ等の水生植物が生育し,希少植

物のウスゲチョウジタデが一部確認された。また,公民館前の湿地ビオ トープでは,ウ スゲチ

ョウジタデの他に,レッドデータ種には記載されていないが,ミ ズワラビ,キ クモなど,近年 ,

埋立てなどの湿地開発により減少傾向にある種も確認された。鷲谷 (1997)は ,土壌シー ドバン

クには地上の現存植生とは異なる過去の植生構成種の種子も含まれており,春 日(1995)は ,霞

ヶ浦において底泥を浚渫して処分地に播き出したところ,保全上重要な水生植物が出現するこ

とがあり,これは湖底の土壌中で休眠していた種子が地表土に播き出されることによつて発芽

したものであると報告していることから (鷲谷・矢原 1996),湿地ビオ トープでの確認種は,

土壌中の体眠種子が発芽した種であると考えられる。よつて,湿地ビオ トープは,こ のまま放

置すれば,ヨ シなどの多年生草本植物群落に遷移するが,適度な土壌攪乱などの人為的管理を

行えば,現存植生ではみられない希少植物種が新たに発芽,生育することが期待できる。また,

これは,現在,残されている放棄田においても,地域住民参加型の湿地ビオ トープ整備や水田

づくりを新たに行 うことで,多様な希少植物が生育する湿地及び里山環境を再生させることも

期待できる.

斜面林や丘稜地の樹林地は,スギ・ヒノキ植林,落葉広葉樹林,常緑広葉樹林,竹林で形成

された。希少植物については,シュンランがスギ・ヒノキ植林,落葉広葉樹林,竹林と広範囲

で確認され,キンラン,ササバギンランが日照条件の良い落葉広葉樹林,竹林で多く確認され

た。ササバギンランは,キンランやシュンランに比べて,生育確認地点が少なく,管理された

落葉広葉樹林の林床,常緑広葉樹林,やや密生している竹林の林床で確認された。奥田 (1997)

は,ササバギンランはキンランと生育環境は類似しているが,やや日影にも強いと報告されて

いることから,ササバギンランは,キンランやシュンランに比べて,他の植物が繁茂しにくい

やや薄暗い林床,管理された林床など,他の植物の繁殖の影響を受けにくい環境に生育すると

考えられる。その他には,ク マガイゾウが丘稜地の農地で 1株,エ ビネが竹林で 1株確認され

た。これらの種は植物愛好家の盗掘の影響により減少傾向にあり,近年,生育の確認が難しい

種であるが,自生地は,普段,人が立ち入れない農地であるため,盗掘などから守られている

と考えられる。しかし,農地,樹林地は,現在,民地であり,将来的には宅地化などの開発地

に利用されるおそれがある。これらの環境では,上記の調査結果のとおり,多 くの希少植物が

確認され,また,人々が憩いの場として散歩等に利用している場所もあることから,将来的に

は白井市の保全緑地にするなど,検討する必要がある。

二郵 |1流域は,現在,宅地化等の開発が進み,人 口が増加している中,環境は大きく変わろ

うとしている。しかし,今回の調査結果から,湿地や樹林地で多くの希少植物が確認されてい

ることから,今後は,河川,湿地,斜面林の連続した自然環境を視野に入れた保全・再生対策

を策定することで,人と自然の共生する地域環境を目標とした取組みを行 う必要がある。
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